
組合員のみなさまの健康づくりに役立つ情報紙

　

春
は
、新
し
い
職
場
や
学
校
、人
事
異
動

や
引
っ
越
し
な
ど
、人
間
関
係
や
生
活
環

境
の
変
化
の
多
い
時
期
で
す
。自
分
で
も

気
づ
か
な
い
う
ち
に
、緊
張
や
不
安
な
ど

で
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
や
す
く
な

り
ま
す
。さ
ら
に
、寒
暖
差
の
激
し
い
季
節

で
も
あ
り
、気
温
の
高
低
差
に
適
応
し
よ

う
と
体
の
緊
張
状
態
が
続
き
ま
す
。こ
の

よ
う
な
状
態
が
続
く
と
、知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
無
理
を
重
ね
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。こ
こ
ろ
も
体
も
疲
れ
が
た
ま

り
、不
調
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

□
寝
つ
き
が
悪
い

□
熟
睡
で
き
な
い

□
夜
中
に
何
度
も
目
覚
め
る

□
す
ぐ
に
疲
れ
る

□
だ
る
さ
が
強
い

□
物
事
に
集
中
で
き
な
い

□
食
欲
が
変
化
し
体
重
が
大
き
く
変
動

　
（
急
に
痩
せ
る
、逆
に
太
る
）

□
気
分
が
沈
ん
で
憂
鬱

□
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

□
理
由
も
な
く
悲
し
く
な
り
涙
が
で
る

□
何
と
な
く
不
安

【
休
息
と
睡
眠
】

頑
張
り
す
ぎ
ず
、十
分
な
睡
眠
を
と
り
、

寝
る
前
の
ス
マ
ホ
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

【
食
事
】

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
心

が
け
、カ
フ
ェ
イ
ン
・
ア
ル
コ
ー
ル
の

と
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
】

無
理
の
な
い
範
囲
で
体
を
動
か
す
。

ぶ
ら
ぶ
ら
散
歩
で
日
光
を
浴
び
る

こ
と
も
効
果
的
。

【
リ
ラ
ッ
ク
ス
】

深
呼
吸
、瞑
想
、好
き
な
音
楽
を
聴

く
、ゆ
っ
く
り
入
浴
な
ど
で
緊
張
を

和
ら
げ
ま
し
ょ
う
。

【
気
分
転
換
】

楽
し
い
こ
と
、好
き
な
こ
と
に
時
間

を
使
う
こ
と
も
大
切
。

【
考
え
方
を「
ゆ
る
め
る
」】

他
の
人
と
比
べ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。家
族
や
友
人
な
ど
に
自
分

の
思
い
を
話
す
だ
け
で
も
気
分
が
楽

に
な
る
こ
と
も
。

　

環
境
の
変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
は
体
よ

り
も
こ
こ
ろ
が
先
に
疲
れ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
は

こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
耗
し
た
サ
イ
ン

か
も
…
。チ
ェッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
ろ
の
不
調
に
気
づ
い
た
ら
意
識

し
て
、
体
を
休
め
る
時
間
を
も
ち
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
ほ
ど
よ
く
と
り
、
睡
眠
は
６
時
間

以
上
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、
自
分
で
で
き
る
対
処
法
を
紹

介
し
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法
は
特
別
な
こ

と
で
な
く
て
も
、
自
分
な
り
の
方
法
を

見
つ
け
て
習
慣
と
し
て
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
に
起
こ
り
や
す
い

こ
こ
ろ
と
体
の
不
調
で
す
が
、
適
切
に

対
処
す
る
こ
と
で
予
防
が
可
能
で
す
。

自
分
の
体
調
に
気
を
配
り
、
無
理
を
せ

ず
、
毎
日
の
生
活
を
気
持
ち
よ
く
過
ご

す
こ
と
を
こ
こ
ろ
が
け
、
春
の
心
地
よ

い
気
候
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
ろ
の
不
調
が
一
時
的
な
も
の
で

あ
れ
ば
、
自
分
で
対
処
す
る
こ
と
で
症

状
が
軽
く
な
り
ま
す
が
、
症
状
が
良
く

な
ら
な
い
場
合
や
、
良
く
な
っ
て
も
す

ぐ
に
ぶ
り
返
し
て
し
ま
う
場
合
、
症
状

が
二
週
間
以
上
続
く
と
き
は
、
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
に
医
療
機
関
を
受
診
し
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

環
境
の
変
化
に
要
注
意
！

こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
要
注
意
！

環
境
変
化
の
ス
ト
レ
ス
に

対
応
す
る
た
め
に

こ
こ
ろ
が
弱
っ
て
い
る
と

感
じ
た
ら
︙

鶴岡協立病院 健診科
保健師　吉住留美春に増えるこころの不調を防ぐには春に増える を防ぐには

な
ど
な
ど
…

自
分
の
こ
こ
ろ
を
守
る
た
め
に
は

「
無
理
を
し
す
ぎ
な
い
」

「
が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い
」こ
と
が
大
切
で
す
。

自
分
で
で
き
る
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法

3月の診療案内 (                  )都合により変更になる
場合があります。 ※一部診療体制を変更しています。

鶴岡協立病院 Tel 0235-23-6060

鶴岡協立リハビリテーション病院 Tel 0235-78-7511
※「協立病院⇆リハビリ病院」の無料シャトルバスを運行しています。

※高次脳外来　        丹治 （第２金曜日9:00 ～ 12:00・ 13:30 ～ 15:00）
※小児ボツリヌス外来 成田 （第１金曜日9:00 ～ 12:00）    
※ボツリヌス外来　    鈴木 （水曜日11:30~12:30）寒河江 （第４水曜日9:00~10:30･14:30~15:30）　    

9：00～12：00

水
茂木  9:00～10:00
大長   9:00～12:00
鈴木 10:00～11:30

茂木

火

茂木

月 金

茂木茂木

木曜 日

鶴岡協立病院附属クリニック Tel 0235-28-1830 （土・日・祝日・夜間はTel 0235-23-6060）

内　

科

内　科

6：00～7：00
夜間外来 髙橋（美）（第2 ・ 4）

髙橋（牧）（第2 ・ 4）

水 曜日

午　
　

前

午　
　

後

月曜日 火 曜日 金 曜日

小児科
9：00～12：00 石　川 石　川 石　川石　川

佐藤（満）
髙橋（牧）

佐藤（満）
髙橋（牧）
坂本

辻本
髙橋（美）
髙橋（牧）

髙橋（美）

木 曜日

髙橋（牧）
5:00～6:004：00～6：00

髙橋（牧）5：00～6：00

神谷 2：00～4：00（神経内科）3/11

※予約制

石 川小児科 石 川 4：00～5：00石川3：00～5：00 石川3：00～5：00※予約制 ※予約制
（専門外来）石 川（予防接種）

泌尿器科
 8：30～14：00

土谷  3/4・18
内藤  3/11・25

髙橋（美）
坂本 3：00～4：30

鶴岡協立病院附属クリニック
●予約制となっております。
●小児科については、専門外来・予防接種のみ予約
制となっています。医師の都合により、休診・診療時
間の変更・医師の変更がある場合がありますのでご
了承ください。

鶴岡協立病院

※小児科直通 Tel  0235-23-6172

産婦人科
予約制となっております。お電話で
予約できますのでご連絡ください。
急患はその限りではありません。

※不明な点などございましたら、窓口職員までお尋
ねください。

初めての方、紹介状持参の方、クリ
ニックで定期的に受診している方で
具合の悪くなった方を診察します。内

科循環器科は、完全予約制となっておりますので、
急患等予約外の受診を希望される方は、お電話に
てご相談ください。

内　科

鶴岡協立病院

デイケア室
利用時間：午前8：30～午後5：00
お問い合わせは鶴岡協立病院デイ
ケア室〈Tel 0235-23-6060〉まで。

診察の際は「マイナ保険証」または
「資格確認書」を提示してください。

救急外来について

内科〈新患〉

内科（肝臓）

午
前
（
9
時
〜
12
時
）

午  

後

小児科 ※予約制

※予約制

※予約制

※予約制

※午前 ・ 午後の一般診察はクリニック参照

産婦人科
4：00～6：00

産婦人科

木 曜日

循環器外来（隔週）山大医師
（2：00～5：00）

関

金 曜日

関

小田嶋 10:00～11:30外科

脳外科

内科（腎臓・膠原病）

内科（腎臓・膠原病）

内科・漢方内科

内科・漢方内科

石　関

堀　内

國　井

堀　内

火 曜日

関

 涌井 9:00～11:00

田中 2：30～5：00

田中 9：00～12：00

 涌井 6:00～7:00

 涌井 9:00～11:00

川　﨑

水 曜日

関

関

小田嶋 10:00～11:30

月 曜日

関

関

小田嶋 10:00～11:30

小田嶋 9 :00～10 :00
堀　内10 :00～12 :00

循環器科 村田（第1・2・4）※予約制

伊﨑（第2・4）

内科  3：00～5：00
〈新患〉

午 

前

※発熱、風邪症状がある場合は直接受診せず、事前に電話にてご連絡ください。
【人間ドックの受診について】検査項目を一部変更して実施しています。一部の検査は場所を変更しています。院内の換気を定期的に行う
為、必要な方はカーディガンなど羽織るものをご準備ください。感染対策を万全にしておりますが、不安な事がありましたらご相談ください。
 

9:30～12：00

※予約制　鶴岡市日枝字海老島 159-1（以前と同じ場所）　休診日：土曜・日曜・祝日・年末年始

9：00～12：00
（受付は11：30まで）

13：30～17：00
（受付は16：30まで）

水
外来

外来

外来 外来 外来

火

外来

往診 往診 往診往診

月 金木曜 日
午
前
午
後

（担当医 池田聡子）おひさま協立歯科 Tel 0235-35-0880

午後の内科新患外来を休止し、急患対応としております。
再開については、病院ホームページ及び院内掲示にてお知らせいたします。

堀　内（第2）
武  田（第1・4）

市川（第1・2・3・4・５） 市川（第 1・３）
細川（第 2・４）

協立病院までの受診送迎バス

連絡先 Tel  0235-22-5769

メディカルフィットネスビビ Tel 0235-23-6060（内線 2881）

・地域密着型通所介護　月～土 9:00～ 13:00
・通所型デイサービスＡ　月～土 9:00～ 12:30、13:30～ 17:00

※12時30分～14時閉館となります。 ※毎週日曜日 休館日
※変更の際は、医療生協やまがたのホームページでお知らせいたします。

9：00～21：00 9：00～17：00 9：30～17：00

土・祝火・木月・水・金

※メディカルデイサービスビビ

Tel 0235-23-6060

を運行しています。
詳細は本部組織部までご連絡下さい。

佐藤（満） 9：00～10：00
武村

神谷 9：00～12：00（神経内科）3/11

※医師の都合により、休診・診療日時の変更がある場合がありますのでご了承ください。　

しろにし診療所 Tel 023-643-2017

※日曜日・祝日は休診ですが、時間外は電話で対応いたします。
※発熱、風邪症状がある場合は直接受診せず、事前に電話にてご連絡ください。

曜   日 月

通 常 外 来午 

前

午 

前

午 

後

午 

後

9:00～ 11:00
11:30 ～ 12:30

11:00 ～ 11:30

3:00 ～ 3:30

3:30 ～ 6:00

火 水 木 金 土

通 常 外 来 通常外来

急性疾患外来 急性疾患外来

急性疾患外来

7：00まで

通 常

（担当医 小川 裕）

木曜日はこれまで通り
終日救急を受け付けます。

朝8時から夕方6時まで
となります。

神谷 2：00～4：00
     （神経内科）3/12川﨑 3：00～4：30（神経内科）

髙橋（美） 5：00～6：00（3/4・ 18）

無料・低額診療のお知らせ
医療費でお困りの方は、まず医療生協やまがたにご相談ください。医療生協やまが
たでは、社会福祉法に基づく「無料・低額診療」制度、医療費の患者負担分を減額ま
たは免除する事業を実施しています。詳しくは、下記までお問い合わせください。

鶴岡協立病院相談室

鶴岡協立リハビリテーション病院

しろにし診療所
℡0235-24-6488

℡0235-78-7511

℡023-643-2017
介護老人保健施設せせらぎ
℡0235-28-2160

▼
事
前
報
道
さ
れ
て
い
た
以
上
に
、

自
民
党
が
圧
倒
的
勝
利
で
、憲
法

改「
悪
」の
発
議
に
必
要
な
3
1
0

議
席
を
単
独
で
確
保
し
た
。県
内

３
選
挙
区
も
、２０
時
で
当
確
報
道

が
な
さ
れ
た
。高
市
総
理
は
、上
越

市
で「
憲
法
に
な
ぜ
自
衛
隊
を
書

い
て
い
け
な
い
の
か
。実
力
組
織
と

し
て
位
置
付
け
る
た
め
憲
法
改
正

を
や
ら
せ
て
ほ
し
い
」と
、９
条
へ
自

衛
隊
明
記
！
の
演
説
。し
か
し
、Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
日
曜
党
首
討
論
は
ケ
ガ
を

理
由
に
欠
席
し
、街
頭
演
説
で
も

改
憲
問
題
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い

な
い
。▼
有
権
者
は「
古
い
政
治
家

の
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
、中
道
の
両
共

同
代
表
」よ
り
、若
く
て
体
の
不
調

を
乗
り
越
え
初
の
女
性
総
理
に

な
っ
た
高
市
さ
ん
に
、物
価
高
や
目

の
前
の
生
活
を
ど
う
に
か
し
て
欲

し
い
と
の
願
い
で
、自
民
党
に
投
票

し
た
面
も
あ
る
。▼
参
議
院
は
少

数
与
党
だ
が
、改
憲
派
の「
参
政
党

や
国
民
民
主
党
」も
含
め
た
憲
法

審
査
会
の
動
き
に
注
目
を
。憲
法

九
条
に「
自
衛
隊
明
記
を
阻
止
」

す
る
た
め
に
、護
憲
派
が「
中
道
改

革
連
合
の
中
で
も
、平
和
の
党
と

自
負
す
る
公
明
支
持
層
」を
い
か

に
引
っ
張
り
込
む
か
綱
引
き
が
始

ま
る
。　
　
　
　
　
（
菅
野
真
治
）

健康ネットワークやまがた 615号 P8

〈615号〉

医療生活協同組合やまがた

〒997-0822 山形県鶴岡市双葉町13-45

Tel 0235-22-5769
y-mcoop.com

機関紙編集委員会 
発行責任者：小川 裕

●組合員数 40,351人
●班数 1,213班
●出資金総額 2,726,563,508円

医療生協やまがたの現勢（2026年1月末）

2026 月号3



血管を若く保つ方法とは! ～中・小動脈と毛細血管をターゲット～
　
昨
年
の
大
晦
日
か
ら
断
続
的
に
北
極
圏

寒
波
が
襲
来
し
、吹
雪
と
積
雪
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
山
形
県
で
す
。そ
ん
な
中「
寒
く

な
っ
て
血
管
の
収
縮
が
心
配
だ
！
」「
血
管

を
若
く
す
る
方
法
が
知
り
た
い
！
」等
の

皆
様
の
声
が
本
誌
編
集
に
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
の
で
、少
し
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
「
人
は
血
管
と
と
も
に
老
い
る
」19
世
紀

カ
ナ
ダ
の
医
学
者
オ
ス
ラ
ー
の
名
言
で
、

人
間
の
老
化
と
動
脈
硬
化（
血
管
の
老

化
）が
密
接
な
関
係
に
あ
り
、健
康
寿
命
の

延
伸
に
は
血
管
の
若
さ
を
保
つ
こ
と
が
大

切
だ
と
説
い
て
い
ま
す
。そ
の
決
め
手
は
詰

ま
る
所「
生
活
習
慣
の
是
正
」つ
ま
り
食
事

療
法
と
運
動
療
法
で
す
が
、た
っ
た
今
か

ら
で
も
始
め
ら
れ
る
運
動
に
力
点
を
お
い

て
お
話
し
て
み
ま
す
。

　
さ
て
先
ず
は
血
管
の
老
化
・
構
造
破
壊

に
つ
い
て
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　
心
臓
か
ら
出
た
大
動
脈
が
中・小
動
脈

へ
と
分
岐
し
脳
や
心
臓
な
ど
の
臓
器
を

潅
流
し
ま
す
。そ
れ
は
や
が
て
※
10
μ
前
後

の
毛
細
血
管
と
な
り
細
胞
達
と
酸
素
や
栄

養
、老
廃
物
等
の
や
り
取
り
を
し
て
静
脈

へと
連
な
り
や
が
て
心
臓
へと
還
っ
て
来
ま

す(

Fig-

1)

。血
管
の
老
化
の
主
な
舞
台
と

な
る
中
・
小
動
脈
と
毛
細
血
管
に
つ
い
て

少
し
詳
し
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。両
者
の

太
さ
は
１
万
倍
程
違
い
、構
造
の
頑
丈
さ

も
異
な
り
ま
す
。両
者
に
共
通
し
て
い
る

こ
と
は
、血
管
の
一
番
内
側
を
タ
イ
ル
の
様

な
形
を
し
た
内
皮
細
胞
が「
一
層
」の
細
胞

シ
ー
ト
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
中・小
動
脈
は
図(

Fig-

2)

の
如
く
三
層

構
造
を
成
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
心
臓
の
冠

動
脈
の
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
と
、狭
心

症
や
心
筋
梗
塞
を
惹
起
し
生
命
に
か
か
わ

る
状
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん(

Fig-

3,
4)

。

鶴岡協立病院院長　市川誠一

各事業所に寄せられたご意見・ご要望への回答

　当課は、臨時職員・派遣職員を含む合計13名の職員で、受付・予約・会計など
の窓口対応をはじめ、医師の書類作成補助、予防接種対応や、その他のご相談・ご
依頼の対応などを行っています。
　遠方から来ている医師も多く、曜日毎に診療を行う医師が変わるため、お電話などでの
ご相談に対しては、適切な環境で医療を受けて頂ける様、看護科と協力しながら丁寧な対応を心がけています。
　また、実際に医師や看護師が行った医療行為を適切に保険請求するなど、経営の維持に関わる重要な業務も行っています。

　事務職員として、医師や看護師、他の医療従事者が協力して医療の提供を行えるように全体のコーディネートを行う役割もあります。
　今後も親切丁寧な対応を行いながら、ご来院の皆様と関わっていけるよう頑張っていきますのでどうぞよろしくお願いします。

鶴岡協立病院附属クリニック事務課

部門
紹介

部門や事業所を
紹介しています

課長　山本　梢

　
昨
年
は
、
熊
の
出
没
が
多
い
一
年
と
な

り
ま
し
た
。
令
和
5
年
に
続
き
多
く
捕
獲

し
ま
し
た
。
一
日
に
2
頭
、
3
頭
の
解
体

の
日
も
あ
り
、
仕
事
に
少
な
か
ら
ず
影
響

が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
熊
も
山
に
い
る
分
に
は
何
も
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
市
街
地
に
出
没
し
て

は
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
外
出
す
る
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
題
で
す
が
、
鶴
岡

市
農
山
漁
村
振
興
課
の
小
野
寺
レ
イ
ナ
さ

ん
（
博
士
）
に
外
出
時
の
注
意
点
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
「
川
べ
り
、
高
速
道
路
の

法
面
近
く
、
生
け
垣
や
藪
の
あ
る
と
こ

ろ
、
早
朝
や
夕
方
（
夜
）
」
は
避
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
犬
の
散
歩
で
、
犬
が
熊
を

先
に
見
つ
け
て
吠
え
る
と
熊
も
驚
い
て
襲

い
掛
か
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
可
能

で
あ
れ
ば
ラ
ジ
オ
や
熊
よ
け
の
鈴
な
ど
を

持
つ
、
単
独
で
の
行
動
は
避
け
る
な
ど
し

て
楽
し
く
運
動
し
て
く
だ
さ
い
。
結
び
に

耕
作
放
棄
地
や
温
暖
化
な
ど
の
状
況
を

作
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
我
々
で
す
。
ま
だ

遅
く
な
い
で
す
。
一
人
ひ
と
り
地
球
環
境

を
考
え
て
み
る
こ
と
も
大
切
か
も
？

　国による社会保障費削減政策がすすめられることで、経営難と人手不足など病院・介護事業所を取り巻く状況が厳しさを増しています。
だれもが安心して医療・介護を受けられる受療権を守るため、また、このような情勢のもと地域のいのちと健康を守る運動を前進させて
いくために特別増資へご協力をお願い申し上げます。

熊
の
出
没
と

注
意
し
な
が
ら

健
康
づ
く
り

健康運動指導士 釼持　亘

安定した事業運営を支えて頂く特別増資にご協力をお願いいたします

健康体操サポーター7名が誕生！

投 書
協立病院の正面玄関が入口と出口に分かれていますが、車いすやストレッチャーでの受診だ
と、せまくて入りづらいです。もう少し出入口の掲示板を奥側にしていただけると助かります。

投 書
協立リハビリテーション病院の駐車場に入る所に大きな穴があい
ていました。危ないし見栄えも悪いので舗装して修復する予定はな
いのでしょうか？

回 答

ご意見ありがとうございます。入口付近には、自動検温機や手指消毒のアルコールの設置、感染対策の
注意喚起の案内板などがあり、なかなかゆったりとしたスペースを確保することができず、ご不便をおか
けしております。分岐ポールを後方部へ移動し、パーティションの移動もしましたので少しは改善になった
かと思われます。ご不便がありましたら、受付にお声掛けください。　 （鶴岡協立病院 外来事務課課長）

回 答

駐車場入り口の穴に関して、昨年の春にアスファルトを使い補修を行
いましたが、徐々に壊れ元のように穴が開いてしまいました。現在、業
者に改修を依頼しており、雪がとけ次第、改修予定となっています。　
　　　　　　　　　　 （鶴岡協立リハビリテーション病院 事務長）

　医療生協やまがたの班会活動では、運動・ストレッチ体操などの健康づくりのニーズがとても高く、本部組織部の健康運動指導士
だけでは依頼に対しての対応が難しい現状です。各支部からの運動要請依頼が増える中で、組合員の皆様の健康づくりを広げていく
為にも、運動指導を行える組合員の養成講座を開講しました。第1回健康体操サポーター養成講座を受講終了された組合員の方を
紹介します。４月以降の各支部で行われる健康体操にお邪魔し、指導を行っていきます。よろしくお願いします。

物価高騰など生活が大変な厳しい中ですが、ご協力を何卒よろしくお願い致します

1口
500円

医療生協やまがた

第５学区支部…小林千賀枝さん
第6学区支部……今井和美さん

天童支部 ………南雲和子さん
天童支部 ………高橋待子さん
寒河江支部 ……松浦　薫さん
東部支部 ………大谷祐子さん
東部支部 ………政野未季さん

庄内地域

村山地域

2026年度も、第2回健康体操サポーター養成講座の開講を考えていますので、運動が好きな方や
体操指導に興味のある方は是非ご連絡ください。 （組織部  Tel 0235-22-5769）

〈第1期〉

　
さ
て
毛
細
血
管
は
、内
側
の
内
皮
細
胞

を
外
側
の
壁
細
胞
が
し
っ
か
り
と
結
び
支

え
て
い
る
の
が
正
常
で
安
定
し
た
状
態
で

す
。隣
り
合
っ
た
内
皮
細
胞
と
内
皮
細
胞

の
細
い
隙
間
か
ら
、37
兆
個
あ
る
ヒ
ト
の

細
胞
に
向
か
っ
て
酸
素
や
栄
養
、投
与
さ

れ
た
薬
を
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
漏
ら
し
ま

す
。ま
た
細
胞
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
や
老

廃
物
を
回
収
し
ま
す(

Fig-

5)

。加
齢
や
良

く
な
い
生
活
習
慣
で
、内
皮
細
胞
や
壁
細

胞
が
壊
れ
て
来
る
と
毛
細
血
管
は
変
形
し

て
細
く
な
っ
た
り
、血
管
は
あ
る
の
に
変
形

し
て
血
液
が
流
れ
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を「
ゴ
ー
ス
ト
血
管
」と
い
い
ま
す(

Fig

-

6)

。毛
細
血
管
ス
コ
ー
プ
観
察(

Fig-

7)

を
示
し
ま
す
。左
上
が
正
常
な
毛
細
血
管

で
ま
っ
す
ぐ
に
適
度
な
間
隔
に
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。他
は
血
管
が
ぼ
や
け
た

り
、屈
曲
変
形
し
た
り
、数
が
減
る「
ゴ
ー

ス
ト
血
管
」で
す
。

　
ゴ
ー
ス
ト
血
管
化
が
多
く
な
る
と
、細

胞
へ
十
分
な
酸
素
や
栄
養
を
与
え
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
、老
廃
物
や
二
酸
化
炭
素
の

回
収
が
巧
く

行
か
な
く
な
っ

て
来
ま
す
。つ

ま
り
血
管
の

老
化
に
起
因

し
た
様
々
な

疾
病
に
見
舞

わ
れ
る
結
果

に
な
り
ま
す
。

　
し
み
、し
わ
、

抜
け
毛
な
ど
の
皮
膚
・
髪
の
老
化
や
ア
ミ

ロ
イ
ド
β
の
回
収
不
全
を
起
こ
し
、ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
原
因
で
あ
る
こ

と
が
判
っ
て
来
ま
し
た
。他
に
も
筋
肉
が

縮
み
固
ま
っ
て
の
腰
痛
、肩
こ
り
や
む
く

み
を
来
し
て
血
圧
を
高
く
す
る
作
用
や
、

腸
の
動
き
が
弱
ま
り
弛
緩
性
便
秘
な
ど
の

腸
ト
ラ
ブ
ル
、そ
し
て
海
綿
骨
の
栄
養
不

全
か
ら
骨
粗
鬆
症
を
起
こ
す
こ
と
等
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、薬
剤
を
投

与
し
た
際
に
病
変
の
細
胞
に
薬
剤
が
届
か

な
い
と
い
う
こ
と
も
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
内
皮
細
胞
表
面
に
あ
る

T
i
e
2（
タ
イ
ツ
ー
）と
い
う
受
容
体
は

壁
細
胞
を
密
着
さ
せ
る
接
着
剤
の
役
割

を
し
ま
す
。ま
た
T
i
e
2
は
壁
細
胞
か

ら
分
泌
さ
れ
る
ア
ン
ジ
オ
ポ
エ
チ
ン-

1
に

よ
っ
て
活
性
化
さ
れ
て
、よ
り
強
力
な
接

着
剤
に
な
り
ま
す(

Fig-

8)

。残
念
な
が
ら

　
さ
て
中・小
動
脈
と
毛
細
血
管
の
両
方

を
若
く
保
つ
方
法
な
ど
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　
ど
ち
ら
の
血
管
に
も
共
通
し
て
存
在
す

る
の
は
内
皮
細
胞
で
す
が
、運
動
に
よ
っ
て

血
流
が
増
加
し
内
皮
細
胞
を
刺
激
す
る
と

N
O（
一
酸
化
窒
素
）が
分
泌
さ
れ
ま
す
。

N
O
に
は
①
血
管
を
拡
張
し
血
流
を
良
く

し
て
血
圧
を
下
げ
る
。②
内
皮
細
胞
機
能

を
高
め
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
。③
傷
つ

い
た
血
管
を
修
復
/
プ
ラ
ー
ク
の
安
定
化

を
す
る
。④
血
小
板
凝
集
抑
制
機
能
が
あ

り
血
栓
を
予
防
す
る
。…
と
い
っ
た
素
晴

ら
し
い
作
用
が
あ
り
ま
す
。運
動
に
よ
っ
て

N
O
を
内
皮
細
胞
が
た
っ
ぷ
り
と
分
泌
す

る
こ
と
で
血
管
を
若
く
保
て
る
の
で
す
。そ

し
て
血
管
は
何
歳
か
ら
で
も
鍛
え
ら
れ
る

・狭心症はまだ心筋が
  生きている状態…
・心筋梗塞は心筋が壊死に陥る。悲惨な死亡例も多い。

の
も
う
れ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。も
ち
ろ
ん
乱

れ
た
食
生
活
、肥
満
や
喫
煙
は
内
皮
細
胞

を
直
接
傷
害
し
ま
す
か
ら
良
い
生
活
習
慣

を
保
つ
努
力
は
惜
し
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

N
O
を
分
泌
さ
せ
る
運
動
に
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
の

有
酸
素
運
動
と
、筋
肉
を
硬
直
し
血
管
を

圧
迫
し
、緩
め
る
事
で
血
流
を
加
速
し

N
O
分
泌
を
増
や
す
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動

の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。今
は
吹
雪
の
季

節
で
す
か
ら
、当
地
で
の
戸
外
で
の
有
酸

素
運
動
は
難
し
い
の
で
、フ
レ
イ
ル
予
防
に

も
抜
群
に
有
効
な
室
内
で
出
来
る
レ
ジ
ス

タ
ン
ス
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。

（Fig-1）

（Fig-4）

（Fig-8）（Fig-9） スパイスです。

（Fig-2）（Fig-3）

（Fig-5）（Fig-6）（Fig-7）

1
、か
か
と
上
げ
…
両
脚
を
少
し
広
げ
直

立
し
か
か
と
の
上
げ
下
げ
を
繰
り
返
す
。

ふ
ら
つ
く
な
ら
ば
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
に
手

を
置
き
な
が
ら
1
分
間
を
1
日
3
セ
ッ
ト
。

2
、ス
ク
ワ
ッ
ト
…
両
脚
を
肩
幅
に
広
げ
、

つ
ま
先
は
や
や
外
側
に
向
け
ま
す
。お
尻

を
後
ろ
に
突
き
出
す
よ
う
に
し
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
膝
を
曲
げ
て
腰
を
下
ろ
し
、再

び
立
ち
上
が
る
。慣
れ
な
い
う
ち
は
机
な

ど
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
30
秒
を
1
日
3

セ
ッ
ト
。

3
、グ
ー
パ
ー
運
動
…
手
を
ぎ
ゅ
っ
と

握
っ
て
圧
迫
し
ふ
わ
っ
と
緩
め
る
と
、蒼
白

な
掌
が
ピ
ン
ク
色
に
変
化
す
る
の
が
確
認

出
来
ま
す
。N
O
の
分
泌
と
効
果
が
肉
眼

で
確
認
出
来
る
わ
け
で
す
。1
分
間
を
1

日
3
セ
ッ
ト
。自
分
は
か
か
と
上
げ
と
同

時
に
や
っ
て
時
間
の
節
約
を
し
て
い
ま
す
。

4
、片
足
立
ち
…
片
足
を
太
も
も
が
床
と

平
行
に
な
る
ま
で
上
げ
て
キ
ー
プ
。ふ
ら
つ

く
な
ら
ば
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
に
手
を
置
き

な
が
ら
30
秒
間
を
1
日
3
セ
ッ
ト
。

5
、ゆ
る
ジ
ャ
ン
プ
…
両
脚
を
肩
幅
に
広

げ
そ
の
場
で
ち
ょ
っ
と
ジ
ャ
ン
プ
を
30
秒

繰
り
返
す
。1
日
3
セ
ッ
ト
。

　
出
来
る
も
の
か
ら
仕
事
や
家
事
の
合
間

に
時
間
を
つ
く
っ
て
試
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。時
間
の
な
い
自
分
は
早
朝
に
か
た
め
て

全
て
や
っ
て
い
ま
す
。私
の
患
者
さ
ん
で
も

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
を
持
続
す
る
こ
と
で
、

効
果
を
実
感
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
に
慣
れ

て
来
た
ら
、次
第
に
回
数
や
時
間
を
増
や

す
こ
と
も
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。ま
た

介
護
に
頼
ら
な
い
身
体
づ
く
り
や
認
知
症

予
防
に
も
有
効
な
こ
と
が
判
っ
て
き
て
い

ま
す
。継
続
を
第
一
と
し
て
是
非
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。必
ず
効
果
が
実
感
で
き
ま
す
。

か
ん
り
ゅ
う

じ
ゃ
っ
き

ア
ン
ジ
オ
ポ
エ
チ
ン-

1
は
加
齢
と
と
も
に

減
少
し
ま
す
。そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

T
i
e
2
を
活
性
化
さ
せ
る
働
き
を
も
つ

食
物
エ
キ
ス
で
す
。代
表
的
な
の
は
シ
ナ
モ

ン（
桂
皮
）、ヒ
ハ
ツ
と
ル
イ
ボ
ス
テ
ィ
ー
が

お
手
軽
な
例
と
し
て
お
す
す
め
で
す(

Fig

-

9)

。自
分
は
シ
ナ
モ
ン
を
コ
ー
ヒ
ー
に
、

ヒ
ハ
ツ
を
汁
物
に
入
れ
て
飲
ん
で
い
ま
す
。

※10μ＝1ｍｍの100分の1

朝
日
猟
友
会
　
渡
部
力
雄
さ
ん

スタッフ一同

健康をつくる　平和をつくる　いのち輝く社会をつくる P2健康ネットワークやまがた 615号地域まるごと健康づくりP3 健康ネットワークやまがた 615号

◎
住
所
変
更
や
名
義
変
更
さ
れ
る
方
は
組
織
部
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
医
療
生
協
や
ま
が
た
の
病
院
で
は
、入
院
中
の
差
額
室
料
は
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん
。



血管を若く保つ方法とは! ～中・小動脈と毛細血管をターゲット～
　
昨
年
の
大
晦
日
か
ら
断
続
的
に
北
極
圏

寒
波
が
襲
来
し
、吹
雪
と
積
雪
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
山
形
県
で
す
。そ
ん
な
中「
寒
く

な
っ
て
血
管
の
収
縮
が
心
配
だ
！
」「
血
管

を
若
く
す
る
方
法
が
知
り
た
い
！
」等
の

皆
様
の
声
が
本
誌
編
集
に
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
の
で
、少
し
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
「
人
は
血
管
と
と
も
に
老
い
る
」19
世
紀

カ
ナ
ダ
の
医
学
者
オ
ス
ラ
ー
の
名
言
で
、

人
間
の
老
化
と
動
脈
硬
化（
血
管
の
老

化
）が
密
接
な
関
係
に
あ
り
、健
康
寿
命
の

延
伸
に
は
血
管
の
若
さ
を
保
つ
こ
と
が
大

切
だ
と
説
い
て
い
ま
す
。そ
の
決
め
手
は
詰

ま
る
所「
生
活
習
慣
の
是
正
」つ
ま
り
食
事

療
法
と
運
動
療
法
で
す
が
、た
っ
た
今
か

ら
で
も
始
め
ら
れ
る
運
動
に
力
点
を
お
い

て
お
話
し
て
み
ま
す
。

　
さ
て
先
ず
は
血
管
の
老
化
・
構
造
破
壊

に
つ
い
て
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　
心
臓
か
ら
出
た
大
動
脈
が
中・小
動
脈

へ
と
分
岐
し
脳
や
心
臓
な
ど
の
臓
器
を

潅
流
し
ま
す
。そ
れ
は
や
が
て
※
10
μ
前
後

の
毛
細
血
管
と
な
り
細
胞
達
と
酸
素
や
栄

養
、老
廃
物
等
の
や
り
取
り
を
し
て
静
脈

へと
連
な
り
や
が
て
心
臓
へと
還
っ
て
来
ま

す(

Fig-

1)

。血
管
の
老
化
の
主
な
舞
台
と

な
る
中
・
小
動
脈
と
毛
細
血
管
に
つ
い
て

少
し
詳
し
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。両
者
の

太
さ
は
１
万
倍
程
違
い
、構
造
の
頑
丈
さ

も
異
な
り
ま
す
。両
者
に
共
通
し
て
い
る

こ
と
は
、血
管
の
一
番
内
側
を
タ
イ
ル
の
様

な
形
を
し
た
内
皮
細
胞
が「
一
層
」の
細
胞

シ
ー
ト
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
中・小
動
脈
は
図(

Fig-

2)

の
如
く
三
層

構
造
を
成
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
心
臓
の
冠

動
脈
の
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
と
、狭
心

症
や
心
筋
梗
塞
を
惹
起
し
生
命
に
か
か
わ

る
状
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん(

Fig-

3,
4)

。

鶴岡協立病院院長　市川誠一

各事業所に寄せられたご意見・ご要望への回答

　当課は、臨時職員・派遣職員を含む合計13名の職員で、受付・予約・会計など
の窓口対応をはじめ、医師の書類作成補助、予防接種対応や、その他のご相談・ご
依頼の対応などを行っています。
　遠方から来ている医師も多く、曜日毎に診療を行う医師が変わるため、お電話などでの
ご相談に対しては、適切な環境で医療を受けて頂ける様、看護科と協力しながら丁寧な対応を心がけています。
　また、実際に医師や看護師が行った医療行為を適切に保険請求するなど、経営の維持に関わる重要な業務も行っています。

　事務職員として、医師や看護師、他の医療従事者が協力して医療の提供を行えるように全体のコーディネートを行う役割もあります。
　今後も親切丁寧な対応を行いながら、ご来院の皆様と関わっていけるよう頑張っていきますのでどうぞよろしくお願いします。

鶴岡協立病院附属クリニック事務課

部門
紹介

部門や事業所を
紹介しています

課長　山本　梢

　
昨
年
は
、
熊
の
出
没
が
多
い
一
年
と
な

り
ま
し
た
。
令
和
5
年
に
続
き
多
く
捕
獲

し
ま
し
た
。
一
日
に
2
頭
、
3
頭
の
解
体

の
日
も
あ
り
、
仕
事
に
少
な
か
ら
ず
影
響

が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
熊
も
山
に
い
る
分
に
は
何
も
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
市
街
地
に
出
没
し
て

は
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
外
出
す
る
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
題
で
す
が
、
鶴
岡

市
農
山
漁
村
振
興
課
の
小
野
寺
レ
イ
ナ
さ

ん
（
博
士
）
に
外
出
時
の
注
意
点
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
「
川
べ
り
、
高
速
道
路
の

法
面
近
く
、
生
け
垣
や
藪
の
あ
る
と
こ

ろ
、
早
朝
や
夕
方
（
夜
）
」
は
避
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
犬
の
散
歩
で
、
犬
が
熊
を

先
に
見
つ
け
て
吠
え
る
と
熊
も
驚
い
て
襲

い
掛
か
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
可
能

で
あ
れ
ば
ラ
ジ
オ
や
熊
よ
け
の
鈴
な
ど
を

持
つ
、
単
独
で
の
行
動
は
避
け
る
な
ど
し

て
楽
し
く
運
動
し
て
く
だ
さ
い
。
結
び
に

耕
作
放
棄
地
や
温
暖
化
な
ど
の
状
況
を

作
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
我
々
で
す
。
ま
だ

遅
く
な
い
で
す
。
一
人
ひ
と
り
地
球
環
境

を
考
え
て
み
る
こ
と
も
大
切
か
も
？

　国による社会保障費削減政策がすすめられることで、経営難と人手不足など病院・介護事業所を取り巻く状況が厳しさを増しています。
だれもが安心して医療・介護を受けられる受療権を守るため、また、このような情勢のもと地域のいのちと健康を守る運動を前進させて
いくために特別増資へご協力をお願い申し上げます。

熊
の
出
没
と

注
意
し
な
が
ら

健
康
づ
く
り

健康運動指導士 釼持　亘

安定した事業運営を支えて頂く特別増資にご協力をお願いいたします

健康体操サポーター7名が誕生！

投 書
協立病院の正面玄関が入口と出口に分かれていますが、車いすやストレッチャーでの受診だ
と、せまくて入りづらいです。もう少し出入口の掲示板を奥側にしていただけると助かります。

投 書
協立リハビリテーション病院の駐車場に入る所に大きな穴があい
ていました。危ないし見栄えも悪いので舗装して修復する予定はな
いのでしょうか？

回 答

ご意見ありがとうございます。入口付近には、自動検温機や手指消毒のアルコールの設置、感染対策の
注意喚起の案内板などがあり、なかなかゆったりとしたスペースを確保することができず、ご不便をおか
けしております。分岐ポールを後方部へ移動し、パーティションの移動もしましたので少しは改善になった
かと思われます。ご不便がありましたら、受付にお声掛けください。　 （鶴岡協立病院 外来事務課課長）

回 答

駐車場入り口の穴に関して、昨年の春にアスファルトを使い補修を行
いましたが、徐々に壊れ元のように穴が開いてしまいました。現在、業
者に改修を依頼しており、雪がとけ次第、改修予定となっています。　
　　　　　　　　　　 （鶴岡協立リハビリテーション病院 事務長）

　医療生協やまがたの班会活動では、運動・ストレッチ体操などの健康づくりのニーズがとても高く、本部組織部の健康運動指導士
だけでは依頼に対しての対応が難しい現状です。各支部からの運動要請依頼が増える中で、組合員の皆様の健康づくりを広げていく
為にも、運動指導を行える組合員の養成講座を開講しました。第1回健康体操サポーター養成講座を受講終了された組合員の方を
紹介します。４月以降の各支部で行われる健康体操にお邪魔し、指導を行っていきます。よろしくお願いします。

物価高騰など生活が大変な厳しい中ですが、ご協力を何卒よろしくお願い致します

1口
500円

医療生協やまがた

第５学区支部…小林千賀枝さん
第6学区支部……今井和美さん

天童支部 ………南雲和子さん
天童支部 ………高橋待子さん
寒河江支部 ……松浦　薫さん
東部支部 ………大谷祐子さん
東部支部 ………政野未季さん

庄内地域

村山地域

2026年度も、第2回健康体操サポーター養成講座の開講を考えていますので、運動が好きな方や
体操指導に興味のある方は是非ご連絡ください。 （組織部  Tel 0235-22-5769）

〈第1期〉

　
さ
て
毛
細
血
管
は
、内
側
の
内
皮
細
胞

を
外
側
の
壁
細
胞
が
し
っ
か
り
と
結
び
支

え
て
い
る
の
が
正
常
で
安
定
し
た
状
態
で

す
。隣
り
合
っ
た
内
皮
細
胞
と
内
皮
細
胞

の
細
い
隙
間
か
ら
、37
兆
個
あ
る
ヒ
ト
の

細
胞
に
向
か
っ
て
酸
素
や
栄
養
、投
与
さ

れ
た
薬
を
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
漏
ら
し
ま

す
。ま
た
細
胞
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
や
老

廃
物
を
回
収
し
ま
す(

Fig-

5)

。加
齢
や
良

く
な
い
生
活
習
慣
で
、内
皮
細
胞
や
壁
細

胞
が
壊
れ
て
来
る
と
毛
細
血
管
は
変
形
し

て
細
く
な
っ
た
り
、血
管
は
あ
る
の
に
変
形

し
て
血
液
が
流
れ
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を「
ゴ
ー
ス
ト
血
管
」と
い
い
ま
す(

Fig

-

6)

。毛
細
血
管
ス
コ
ー
プ
観
察(

Fig-

7)

を
示
し
ま
す
。左
上
が
正
常
な
毛
細
血
管

で
ま
っ
す
ぐ
に
適
度
な
間
隔
に
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。他
は
血
管
が
ぼ
や
け
た

り
、屈
曲
変
形
し
た
り
、数
が
減
る「
ゴ
ー

ス
ト
血
管
」で
す
。

　
ゴ
ー
ス
ト
血
管
化
が
多
く
な
る
と
、細

胞
へ
十
分
な
酸
素
や
栄
養
を
与
え
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
、老
廃
物
や
二
酸
化
炭
素
の

回
収
が
巧
く

行
か
な
く
な
っ

て
来
ま
す
。つ

ま
り
血
管
の

老
化
に
起
因

し
た
様
々
な

疾
病
に
見
舞

わ
れ
る
結
果

に
な
り
ま
す
。

　
し
み
、し
わ
、

抜
け
毛
な
ど
の
皮
膚
・
髪
の
老
化
や
ア
ミ

ロ
イ
ド
β
の
回
収
不
全
を
起
こ
し
、ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
原
因
で
あ
る
こ

と
が
判
っ
て
来
ま
し
た
。他
に
も
筋
肉
が

縮
み
固
ま
っ
て
の
腰
痛
、肩
こ
り
や
む
く

み
を
来
し
て
血
圧
を
高
く
す
る
作
用
や
、

腸
の
動
き
が
弱
ま
り
弛
緩
性
便
秘
な
ど
の

腸
ト
ラ
ブ
ル
、そ
し
て
海
綿
骨
の
栄
養
不

全
か
ら
骨
粗
鬆
症
を
起
こ
す
こ
と
等
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、薬
剤
を
投

与
し
た
際
に
病
変
の
細
胞
に
薬
剤
が
届
か

な
い
と
い
う
こ
と
も
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
内
皮
細
胞
表
面
に
あ
る

T
i
e
2（
タ
イ
ツ
ー
）と
い
う
受
容
体
は

壁
細
胞
を
密
着
さ
せ
る
接
着
剤
の
役
割

を
し
ま
す
。ま
た
T
i
e
2
は
壁
細
胞
か

ら
分
泌
さ
れ
る
ア
ン
ジ
オ
ポ
エ
チ
ン-

1
に

よ
っ
て
活
性
化
さ
れ
て
、よ
り
強
力
な
接

着
剤
に
な
り
ま
す(

Fig-

8)

。残
念
な
が
ら

　
さ
て
中・小
動
脈
と
毛
細
血
管
の
両
方

を
若
く
保
つ
方
法
な
ど
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　
ど
ち
ら
の
血
管
に
も
共
通
し
て
存
在
す

る
の
は
内
皮
細
胞
で
す
が
、運
動
に
よ
っ
て

血
流
が
増
加
し
内
皮
細
胞
を
刺
激
す
る
と

N
O（
一
酸
化
窒
素
）が
分
泌
さ
れ
ま
す
。

N
O
に
は
①
血
管
を
拡
張
し
血
流
を
良
く

し
て
血
圧
を
下
げ
る
。②
内
皮
細
胞
機
能

を
高
め
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
。③
傷
つ

い
た
血
管
を
修
復
/
プ
ラ
ー
ク
の
安
定
化

を
す
る
。④
血
小
板
凝
集
抑
制
機
能
が
あ

り
血
栓
を
予
防
す
る
。…
と
い
っ
た
素
晴

ら
し
い
作
用
が
あ
り
ま
す
。運
動
に
よ
っ
て

N
O
を
内
皮
細
胞
が
た
っ
ぷ
り
と
分
泌
す

る
こ
と
で
血
管
を
若
く
保
て
る
の
で
す
。そ

し
て
血
管
は
何
歳
か
ら
で
も
鍛
え
ら
れ
る

・狭心症はまだ心筋が
  生きている状態…
・心筋梗塞は心筋が壊死に陥る。悲惨な死亡例も多い。

の
も
う
れ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。も
ち
ろ
ん
乱

れ
た
食
生
活
、肥
満
や
喫
煙
は
内
皮
細
胞

を
直
接
傷
害
し
ま
す
か
ら
良
い
生
活
習
慣

を
保
つ
努
力
は
惜
し
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

N
O
を
分
泌
さ
せ
る
運
動
に
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
の

有
酸
素
運
動
と
、筋
肉
を
硬
直
し
血
管
を

圧
迫
し
、緩
め
る
事
で
血
流
を
加
速
し

N
O
分
泌
を
増
や
す
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動

の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。今
は
吹
雪
の
季

節
で
す
か
ら
、当
地
で
の
戸
外
で
の
有
酸

素
運
動
は
難
し
い
の
で
、フ
レ
イ
ル
予
防
に

も
抜
群
に
有
効
な
室
内
で
出
来
る
レ
ジ
ス

タ
ン
ス
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。

（Fig-1）

（Fig-4）

（Fig-8）（Fig-9） スパイスです。

（Fig-2）（Fig-3）

（Fig-5）（Fig-6）（Fig-7）

1
、か
か
と
上
げ
…
両
脚
を
少
し
広
げ
直

立
し
か
か
と
の
上
げ
下
げ
を
繰
り
返
す
。

ふ
ら
つ
く
な
ら
ば
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
に
手

を
置
き
な
が
ら
1
分
間
を
1
日
3
セ
ッ
ト
。

2
、ス
ク
ワ
ッ
ト
…
両
脚
を
肩
幅
に
広
げ
、

つ
ま
先
は
や
や
外
側
に
向
け
ま
す
。お
尻

を
後
ろ
に
突
き
出
す
よ
う
に
し
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
膝
を
曲
げ
て
腰
を
下
ろ
し
、再

び
立
ち
上
が
る
。慣
れ
な
い
う
ち
は
机
な

ど
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
30
秒
を
1
日
3

セ
ッ
ト
。

3
、グ
ー
パ
ー
運
動
…
手
を
ぎ
ゅ
っ
と

握
っ
て
圧
迫
し
ふ
わ
っ
と
緩
め
る
と
、蒼
白

な
掌
が
ピ
ン
ク
色
に
変
化
す
る
の
が
確
認

出
来
ま
す
。N
O
の
分
泌
と
効
果
が
肉
眼

で
確
認
出
来
る
わ
け
で
す
。1
分
間
を
1

日
3
セ
ッ
ト
。自
分
は
か
か
と
上
げ
と
同

時
に
や
っ
て
時
間
の
節
約
を
し
て
い
ま
す
。

4
、片
足
立
ち
…
片
足
を
太
も
も
が
床
と

平
行
に
な
る
ま
で
上
げ
て
キ
ー
プ
。ふ
ら
つ

く
な
ら
ば
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
に
手
を
置
き

な
が
ら
30
秒
間
を
1
日
3
セ
ッ
ト
。

5
、ゆ
る
ジ
ャ
ン
プ
…
両
脚
を
肩
幅
に
広

げ
そ
の
場
で
ち
ょ
っ
と
ジ
ャ
ン
プ
を
30
秒

繰
り
返
す
。1
日
3
セ
ッ
ト
。

　
出
来
る
も
の
か
ら
仕
事
や
家
事
の
合
間

に
時
間
を
つ
く
っ
て
試
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。時
間
の
な
い
自
分
は
早
朝
に
か
た
め
て

全
て
や
っ
て
い
ま
す
。私
の
患
者
さ
ん
で
も

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
を
持
続
す
る
こ
と
で
、

効
果
を
実
感
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
に
慣
れ

て
来
た
ら
、次
第
に
回
数
や
時
間
を
増
や

す
こ
と
も
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。ま
た

介
護
に
頼
ら
な
い
身
体
づ
く
り
や
認
知
症

予
防
に
も
有
効
な
こ
と
が
判
っ
て
き
て
い

ま
す
。継
続
を
第
一
と
し
て
是
非
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。必
ず
効
果
が
実
感
で
き
ま
す
。

か
ん
り
ゅ
う

じ
ゃ
っ
き

ア
ン
ジ
オ
ポ
エ
チ
ン-

1
は
加
齢
と
と
も
に

減
少
し
ま
す
。そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

T
i
e
2
を
活
性
化
さ
せ
る
働
き
を
も
つ

食
物
エ
キ
ス
で
す
。代
表
的
な
の
は
シ
ナ
モ

ン（
桂
皮
）、ヒ
ハ
ツ
と
ル
イ
ボ
ス
テ
ィ
ー
が

お
手
軽
な
例
と
し
て
お
す
す
め
で
す(

Fig

-

9)

。自
分
は
シ
ナ
モ
ン
を
コ
ー
ヒ
ー
に
、

ヒ
ハ
ツ
を
汁
物
に
入
れ
て
飲
ん
で
い
ま
す
。

※10μ＝1ｍｍの100分の1

朝
日
猟
友
会
　
渡
部
力
雄
さ
ん

スタッフ一同

健康をつくる　平和をつくる　いのち輝く社会をつくる P2健康ネットワークやまがた 615号地域まるごと健康づくりP3 健康ネットワークやまがた 615号

◎
住
所
変
更
や
名
義
変
更
さ
れ
る
方
は
組
織
部
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
医
療
生
協
や
ま
が
た
の
病
院
で
は
、入
院
中
の
差
額
室
料
は
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん
。



班　 支部活動交流

気
の
合
う
仲
間
と

楽
し
く
過
ご
す
時
間

温
海
支
部 

浜
温
海
１
班

大
山
支
部　

さ
く
ら
班

班
長　

田
原
勝
江

胡
麻
豆
腐
か
ら
広
が
る

仲
間
の
輪

班
長　

佐
藤
ふ
み
・
足
達
孝
子

健
康
、運
動
、そ
し
て
笑
顔

田
川
・
湯
田
川
支
部　

行
〆
班

班
長　

後
藤　

隆

　

我
が
行
〆
班
は
、３
月
か
ら
10
月
ま

で
は
、毎
週
火
曜
日
に
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル

フ
を
皆
で
楽
し
み
ま
す
。た
く
さ
ん
歩

く
の
で
、そ
れ
だ
け
で
も
結
構
、体
が
丈

夫
に
な
り
ま
す
。お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
、プ
レ
ー
を
見
て
笑
い
合
い
な
が
ら
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、2
カ

月
に
1
回
は
公
民
館
で
班
会
を
し
ま

す
。健
康
チ
ェッ
ク
、増
資
、健
康
な
体
づ

く
り
に
関
わ
る
色
々
な
学
習
等
々
。行

〆
班
で
は
そ
の
他
に
、川
柳
を
楽
し
む

時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
人

が
作
っ
た
川
柳
を
小
冊
子
に
ま
と
め
、

皆
に
配
布
し
ま
す
。そ
し
て
、そ
れ
を

読
み
な
が
ら
社

会
問
題
に
目
を

開
き
、楽
し
み
、

笑
い
合
う
の
で

す
。脳
へ
の
良
い

刺
激
に
な
り
ま

す
。1
月
13
日

の『
お
ら
ほ
ネ
ッ

ト
』に
投
稿
し

た
の
で
見
て
く

だ
さ
い
。

　

浜
温
海
１
班
で
は
定
期
的
に
班
会

活
動
や
毎
年
お
楽
し
み
新
年
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

班
会
で
は
健
康
体
操
や
脳
ト
レ
体

操
、軽
ス
ポ
ー
ツ
の
ワ
ナ
ゲ
や
ボ
ッ
チ
ャ

な
ど
定
期
的
に
活
動
し
て
ま
す
。

今
年
度
は
カ
ラ
オ
ケ
班
を
結
成
し
、

年
に
数
回
で
す
が
、み
ん
な
で
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

毎
年
行
う
新
年
会
で
は
寒
鱈
汁

や
地
元
料
理
を
食
べ
に
行
っ
て
い
ま

す
。温
海
に
は
お
い
し
い
料
理
を
提

供
す
る
お
店
や
民
宿
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、去
年
の
夏
に
は
酒
田
に
ア
ジ

サ
イ
を
見
に
行
く
お
出
か
け
班
会
、

昼
に
は
酒
田
港
で
ラ
ン
チ
を
し
て
最

後
に
は
酒
田
に
新
し
く
で
き
た
、い
ろ

は
蔵
パ
ー
ク
で
買
い
物
を
し
て
帰
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
楽
し
く
活
動

で
き
る
よ
う
に
、定
期
的
な
体
操
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

健
康
づ
く
り
を

み
ん
な
で
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

２
０
２
５
年

２
月
に
大
山
支

部
さ
く
ら
班
は

誕
生
し
ま
し

た
。
何
か
を
し

て
集
ま
り
た
い
。

た
ま
り
場
以

外
に
集
ま
る
場

所
を
作
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、は
じ

め
は
体
操
を
し
た
り
、ゲ
ー
ム
を
し

た
り
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。そ
の

う
ち
皆
さ
ん
か
ら「
調
理
実
習
や
っ

て
み
た
い
」と
い
う
声
が
上
が
り
、組

合
員
さ
ん
を
講
師
に
毎
月
季
節
に

合
っ
た
調
理
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
メ
イ
ン
は
胡
麻
豆
腐
。「
こ
ん

な
簡
単
に
で
き
る
ん
だ
ー
」「
手
作

り
は
や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
」と
大
喜
び

で
し
た
。「
今
度
和
菓
子
で
も
作
っ
て

お
茶
会
で
も
す
る
が
ー
」「
私
抹
茶

煎
れ
て
あ
げ
る
ー
」な
ど
自
分
の
で

き
る
こ
と
を
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る

方
も
い
ら
し
て
い
て
、と
て
も
楽
し
い

班
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　いつも当施設の健診をご利用いただきありがとうございます。このたび、当施設では皆様の健康管理をより充実させるため、一泊ドックの
標準検査セットを新たなセットに組み替えることにしました。
　近年、食生活の変化などで疾患の様相が大きく変わってきています。その中でも、癌は肺・大腸・前立腺・乳房などで急増しています。また、
女性は骨粗しょう症から胸腰椎圧迫骨折・大腿骨頚部骨折が多く発症するようになりました。これらの疾患の変化に対応するため、これまで
オプション検査として別途料金で実施していた検査をあらかじめ標準セット検査に組み入れることにしました。具体的には、胸部ヘリカルCT
検査・前立腺がん（PSA）検査（男性のみ）・骨密度検査（女性のみ）・体組成測定をすべて標準セット項目に組み入れました。また、コロナ禍で
中止していた肺機能検査も復活させています。一方で、糖尿病リスクを判断する「ぶどう糖負荷検査」は、空腹時血糖とヘモグロビンA1cで
判断することにいたしました。これらセット項目の変更に伴い、一泊ドック基本料金を12,826円値上げさせていただきます。
　新たな充実した一泊ドックを「自分らしく、生きるための投資」として、是非ご利用ください。

一泊ドックが更に充実しました！

第一学区支部  佐藤勝士さん（93歳）

　医療生協の健康観に基づき「地域まるごと健康づくり」を進めていく中で、一人ひとりが考える健康観
は多様であると思い、多くの方 の々健康観について伺う企画を、インタビュー形式で実施しています。

「あの人この人に聴きたい
“健康と幸せ”の秘訣」インタビュー

NO.
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奉
安
殿（
天
皇
の
写
真
と
教
育
勅
語
を

納
め
て
い
た
建
物
）は
ど
こ
の
学
校
に
も

学
校
生
活
は
？

健
康
と
幸
せ
に
つ
い
て

　

終
戦
の
年
、仲
間
を
集
め
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を
始
め
た
。翌
年
高
等
科
2
年
の
時
、

全
庄
内
学
童
大
会
で
優
勝
、山
形
師
範

（
現
山
大
教
育
学
部
）主
催
県
大
会
優
勝
。

私
の
ス
ポ
ー
ツ
人
生

　

家
内
は
大
東
町
の
寺
の
生
ま
れ
。65
年

家
族
に
つ
い
て

　

健
康
の
定
義
は
体
だ
け
で
な
く
、心
も

健
康
に
と
い
う
こ
と
。心
の
持
ち
方
に
つ
い

て
は
、自
分
な
り
に
年
を
重
ね
る
ご
と
に

考
え
て
き
た
。40
年
間
働
い
て
き
て
59
歳

で
退
職
。「
三
か
く
」が
大
事
だ
と
思
っ

た
。「
三
か
く
」と
は
、汗
を
か
く
、字
を
書

く
、恥
を
か
く
が
健
康
を
保
持
す
る
気
持

ち
の
上
で
大
事
だ
と
思
っ
た
。そ
れ
に
加

え
、義
理
も
欠
か
ね
ば
体
が
も
ち
ま
せ
ん

の
で
、私
は「
四
か
く
」に
し
て
い
る
。花
鳥

風
月
を
め
で
て
穏
や
か
に
暮
ら
す
も
い
い

が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、世
の
中
の
情
勢

を
知
り
、言
い
た
い
こ
と
は
声
を
大
に
し
て

言
い
た
い
。

　

医
療
生
協
の
方
針
に
は
す
べ
て
賛
成
な

の
で
、署
名
な
ど
、出
来
る
こ
と
は
や
っ
て
い

き
た
い
。自
分
な
り
に
、班
会
や
集
ま
り
で

工
作
手
品
を
披
露
し
た
り
も
で
き
る
の
で

声
を
か
け
て
も
ら
い
た
い
。

健
康
と
幸
せ
に
つ
い
て

医
療
生
協
に
期
待
す
る
こ
と
、

や
り
た
い
こ
と

◆医療生協の健康観◆

昨日よりも今日が、さらに明日がより一層
意欲的に生きられる。そうしたことを可
能にするため、自分を変え、社会に働き
かける。みんなが協力しあって楽しく明
るく積極的に生きる。 

　

私
は
3
月
9
日
生
ま
れ
で
今
年
93
歳
に

な
り
ま
す
。健
康
の
定
義
そ
の
も
の
が
医
療

生
協
の
唱
え
て
い
る
も
の
と
同
じ
で「
心
も

体
も
健
康
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、ま
た
、社

会
活
動
と
相
ま
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
」

を
医
療
生
協
か
ら
学
び
実
践
し
て
き
た
つ

も
り
で
す
。

生
い
立
ち

　

生
ま
れ
は
1
9
3
3
年
、日
本
が
国
際

連
盟
を
脱
退
し
た
年
で
も
あ
り
、満
州
事

変
か
ら
始
ま
る
15
年
戦
争
の
真
っ
只
中
で

生
ま
れ
育
ち
、1
9
4
5
年
の
終
戦
の
年
に

小
学
校
を
卒
業
し
た
年
代
。12
歳
の
少
年

に
し
て
オ
カ
シ
イ・・・と
は
思
って
い
た
。大
本

営
の
発
表
と
は
裏
腹
に
、本
土
は
空
襲
に

さ
ら
さ
れ
、昼
も
夜
も
警
戒
警
報
・
空
襲

警
報
の
サ
イ
レ
ン
に
お
び
え
て
い
た
日
々
。

切
り
札
だ
っ
た
ム
サ
シ
や
ヤ
マ
ト
の
話
は

と
ん
と
聞
こ
え
て
こ
な
かっ
た
。

　

忘
れ
も
し
な
い
8
月
10
日
、大
山
か
ら
見

た
西
郷
・
湯
野
浜
方
面
が
グ
ラ
マ
ン
戦
闘

機
B
29
爆
撃
機
に
空
襲
さ
れ
た
時
の
恐

暮
ら
し
な
ど

　

戦
中
戦
後
、日
本
国
中
は
食
糧
難
に
苦

し
ん
で
い
た
が
、自
分
の
家
は
貧
乏
の
ど
ん

底
に
あ
って
特
に
ひ
ど
か
っ
た
。

　

小
学
校
高
等
科
2
年
を
卒
業
す
る

時
、戦
後
の
教
育
改
革
に
よ
っ
て
発
足
し

た
新
制
中
学
校
3
学
年
に
入
れ
て
も
ら

え
た
こ
と
は
有
り
難
か
っ
た
。第
一期
生
と

し
て
卒
業
し
た
15
歳
か
ら
44
年
間
、休
み

な
く
働
く
こ
と
に
な
る
。

　

高
校
は
働
き
な
が
ら
学
ぶ
定
時
制
の

夜
間
高
校
で
学
び
、21
歳
で
卒
業
。

　

私
は
4
兄
弟
で
4
番
目
。3
人
は
兵
隊

に
行
き
、1
、2
番
目
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦

死
し
名
前
だ
け
届
い
た
。3
番
目
は
本
土

決
戦
の
た
め
満
州
か
ら
九
州
に
配
属
さ
れ

た
こ
と
が
幸
い
し
、ソ
連
抑
留
の
憂
き
目

を
免
れ
、12
月
頃
た
く
さ
ん
の
荷
物
を
背

負
っ
て
帰
っ
て
き
た
。そ
の
荷
物
の
中
に

あ
っ
た
牛
肉
の
缶
詰
の
美
味
し
か
っ
た
こ

と
。軍
隊
の
食
料
豊
富
を
思
い
、我
が
家
の

「
か
て
飯
」の
生
活
を
思
い
比
べ
た
も
の
で

あ
る
。

▲動画はこちら

そ
の
時
初
め
て
山
形
に
行
っ
た
が
、余
目
・

新
庄
で
の
乗
り
換
え
が
大
変
だ
っ
た
り

し
て
県
都
を
遠
い
存
在
に
思
え
た
。

　

と
に
か
く
小
さ
い
頃
か
ら
か
ら
身
体
を

動
か
す
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
。シ
ュ
ー
ズ

な
ん
て
持
て
な
い
時
代
だ
か
ら
裸
足
で
砂

利
道
を
走
り
回
り
、砂
場
で
は
空
中
転
回
、

鉄
棒
に
跳
び
箱
、逆
立
ち
、バ
ク
転
も
で
き

た
。運
動
会
の
障
害
物
競
争
で
は
負
け
知

ら
ず
だった
。バス
ケ
を
始
め
た
頃「
牛
若
丸
」

と
呼
ば
れ
た
り
も
し
た
。ま
た
、85
歳
ま
で

地
域
の
バレ
ー
ボ
ー
ル
を
前
衛
で
やって
い
た
。

　

私
は
30
歳
で
中
学
校
社
会
科
の
教
員
と

な
り
、温
海
中
を
振
り
出
し
に
退
職
す
る

ま
で
の
29
年
間
、部
活
は
ほ
ぼ
バ
ス
ケ
部
を

担
当
。（
温
海
中
2
年
、鶴
一
中
10
年
、

櫛
引
中
8
年
）

　

一
中
に
赴
任
し
た
の
は
35
歳
の
時
、バ
ス

ケ
を
教
え
る
先
生
が
い
な
い
よ
う
で
、生
徒

た
ち
だ
け
で
強
く
な
り
た
い
と
頑
張
り
、何

と
か
県
大
会
に
は
出
た
い
と
言
う
。県
大

会
に
出
る
に
は
、ま
ず
地
区
大
会
を
勝
ち

抜
か
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、そ
の
こ
と
自

体
が
至
難
の
わ
ざ
。
一
朝
一
夕
に
は
い
か

な
い
わ
け
で
、私
も
3
年
目
に
し
て
よ
う
や

く
叶
い
、4
年
目
に
し
て
県
大
会
の
決
勝
ま

で
勝
ち
進
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、良
い

選
手
に
恵
ま
れ
、ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
と
い
う
よ

り
な
い
。私
が
転
任
し
た
後
も
よ
い
指
導
者

に
恵
ま
れ
、県
大
会
で
は
三
度
も
優
勝
し
、

全
国
大
会
で
は
ベ
ス
ト
8
と
健
闘
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
、一
中
の
バ
ス
ケ
部
は
有
名
に

な
っ
た
。

　

定
年
退
職
後
、鶴
岡
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
の
副
会
長
と
し
て
10
年
間
、顧
問
を
約

20
年
間
勤
め
あ
げ
て
現
在
に
至
って
い
る
。

今
、協
会
八
十
年
記
念
誌
の
編
集
を
前
に

私
の
バス
ケ
人
生
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

ば
か
り
一
緒
に
暮
ら
し
て
き
た
が
、先
立

た
れ
て
し
ま
い
今
は
一
人
暮
ら
し
。

　

長
男
は
、嫁
が
東
京
に
勤
務
し
て
い
る

関
係
か
ら
東
京
住
ま
い
。
次
男
は
酒

田
。娘
夫
婦
が
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
、

私
の
様
子
を
見
に
来
て
く
れ
て
い
る
。生

協
も
近
い
の
で
、天
気
の
い
い
日
は
歩
い
て

買
い
物
に
行
って
い
る
。

《
新
規
追
加
項
目
》

胸部ヘリカルＣＴ検査
および冠動脈石灰化スコア

前立腺がん検査（ＰＳＡ検査）

骨密度検査

体組成測定「In body」

胸部単純レントゲン写真では発見できないような小さな肺がんの発見に偉力を発揮します。
さらに冠動脈に沈着した石灰化の量を数値化することで冠動脈疾患のリスクを判断します。

骨の密度を測定し、骨粗しょう症かどうか判断します。

四肢・体幹ごとの筋肉量や体脂肪率、体水分量など体の中身のバランスを計測します。

血液中のＰＳＡ値を測定して前立腺のリスクを判断します。男性

女性
ろ
し
い
光
景
。頭
上
を
通
り
過
ぎ
た
飛
行

機
は
安
心
な
の
で
、グ
ラ
マン
の
行
方
を
眺
め

て
い
た
ら
翼
が
キ
ラ
ッ
と
光
っ
た
瞬
間
の
急

降
下
、少
し
間
を
お
い
て
機
銃
掃
射
の
す
ご

い
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。後
で
知
っ
た
こ
と

だ
が
、砂
山
に
い
た
人
た
ち
が
狙
わ
れ
た
と

の
こ
と
。そ
れ
を
皮
切
り
に
一
方
的
に
ド
ン

パ
チ
が
続
い
た
が
、迎
え
撃
つ
機
影
は
な

か
っ
た
。こ
の
空
襲
で
小
学
校
児
童
を
含
む

数
名
が
死
傷
し
た
と
の
こ
と
は
数
年
後
に

知
っ
た
。損
害
は
何
で
も
隠
す
時
代
だっ
た
。

翌
日
、砂
浜
に
落
と
さ
れ
た
爆
弾
の
跡
を
見

に
行
っ
た
が
、穴
は
砂
で
小
さ
く
な
って
い
た
。

あ
っ
て
、校
門
を
出
入
り
す
る
時
は
、そ
ち

ら
を
向
い
て
最
敬
礼
を
す
る
。先
生
は
窓

か
ら
見
て
い
て
、や
ら
な
い
と
後
で
こ
っ
ぴ

ど
く
叱
ら
れ
た
。教
室
に
は
二
重
橋
の
写

真
が
掲
げ
ら
れ
、朝
と
帰
り
に
宮
城（
皇

居
）の
あ
る
東
京
に
向
か
っ
て
遥
拝
す
る

毎
日
。勉
強
は
修
身
・
国
語
・
国
史
な
ど

が
あ
り
、神
話
伝
説
の
話
ば
か
り
だ
っ
た

が
面
白
く
も
あ
っ
た
。神
勅
や
教
育
勅

語
、歴
代
天
皇
名
1
2
4
代
の
暗
記
を

通
し
、軍
国
主
義
教
育
を
叩
き
込
ま
れ
、

お
国
の
た
め
、現
人
神
た
る
天
皇
の
た
め
、

死
を
も
厭
わ
な
い
小
国
民
に
な
ろ
う
と
し

て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、終
戦
の
8
月
15
日
、二

重
橋
前
で
涙
な
が
ら
に
皇
居
を
伏
し
拝

ん
で
い
る
大
衆
の
映
像
を
見
た
こ
と
が
あ

る
が
、田
舎
の
少
年
に
は
挫
折
感
も
セ
ン

チ
メ
ン
タ
ル
な
感
情
も
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
か
っ
た
。

　

小
学
校
1
、2
年
生
こ
ろ
は
、戦
争
ごっこ

で
爆
弾
三
勇
士
の
真
似
を
し
て
、竹
ぼ
う
き

を
も
って
田
ん
ぼ
で
走
り
回
って
遊
ん
だ
。

20歳、バスケ県北大会で優勝時の写真（前列左）

鶴岡協立病院 健診科
石塚玲子

健康をつくる　平和をつくる　いのち輝く社会をつくる地域まるごと健康づくり P4P５ 健康ネットワークやまがた 615号健康ネットワークやまがた 615号



班　 支部活動交流

気
の
合
う
仲
間
と

楽
し
く
過
ご
す
時
間

温
海
支
部 

浜
温
海
１
班

大
山
支
部　

さ
く
ら
班

班
長　

田
原
勝
江

胡
麻
豆
腐
か
ら
広
が
る

仲
間
の
輪

班
長　

佐
藤
ふ
み
・
足
達
孝
子

健
康
、運
動
、そ
し
て
笑
顔

田
川
・
湯
田
川
支
部　

行
〆
班

班
長　

後
藤　

隆

　

我
が
行
〆
班
は
、３
月
か
ら
10
月
ま

で
は
、毎
週
火
曜
日
に
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル

フ
を
皆
で
楽
し
み
ま
す
。た
く
さ
ん
歩

く
の
で
、そ
れ
だ
け
で
も
結
構
、体
が
丈

夫
に
な
り
ま
す
。お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
、プ
レ
ー
を
見
て
笑
い
合
い
な
が
ら
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、2
カ

月
に
1
回
は
公
民
館
で
班
会
を
し
ま

す
。健
康
チ
ェッ
ク
、増
資
、健
康
な
体
づ

く
り
に
関
わ
る
色
々
な
学
習
等
々
。行

〆
班
で
は
そ
の
他
に
、川
柳
を
楽
し
む

時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
人

が
作
っ
た
川
柳
を
小
冊
子
に
ま
と
め
、

皆
に
配
布
し
ま
す
。そ
し
て
、そ
れ
を

読
み
な
が
ら
社

会
問
題
に
目
を

開
き
、楽
し
み
、

笑
い
合
う
の
で

す
。脳
へ
の
良
い

刺
激
に
な
り
ま

す
。1
月
13
日

の『
お
ら
ほ
ネ
ッ

ト
』に
投
稿
し

た
の
で
見
て
く

だ
さ
い
。

　

浜
温
海
１
班
で
は
定
期
的
に
班
会

活
動
や
毎
年
お
楽
し
み
新
年
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

班
会
で
は
健
康
体
操
や
脳
ト
レ
体

操
、軽
ス
ポ
ー
ツ
の
ワ
ナ
ゲ
や
ボ
ッ
チ
ャ

な
ど
定
期
的
に
活
動
し
て
ま
す
。

今
年
度
は
カ
ラ
オ
ケ
班
を
結
成
し
、

年
に
数
回
で
す
が
、み
ん
な
で
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

毎
年
行
う
新
年
会
で
は
寒
鱈
汁

や
地
元
料
理
を
食
べ
に
行
っ
て
い
ま

す
。温
海
に
は
お
い
し
い
料
理
を
提

供
す
る
お
店
や
民
宿
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、去
年
の
夏
に
は
酒
田
に
ア
ジ

サ
イ
を
見
に
行
く
お
出
か
け
班
会
、

昼
に
は
酒
田
港
で
ラ
ン
チ
を
し
て
最

後
に
は
酒
田
に
新
し
く
で
き
た
、い
ろ

は
蔵
パ
ー
ク
で
買
い
物
を
し
て
帰
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
楽
し
く
活
動

で
き
る
よ
う
に
、定
期
的
な
体
操
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

健
康
づ
く
り
を

み
ん
な
で
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

２
０
２
５
年

２
月
に
大
山
支

部
さ
く
ら
班
は

誕
生
し
ま
し

た
。
何
か
を
し

て
集
ま
り
た
い
。

た
ま
り
場
以

外
に
集
ま
る
場

所
を
作
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、は
じ

め
は
体
操
を
し
た
り
、ゲ
ー
ム
を
し

た
り
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。そ
の

う
ち
皆
さ
ん
か
ら「
調
理
実
習
や
っ

て
み
た
い
」と
い
う
声
が
上
が
り
、組

合
員
さ
ん
を
講
師
に
毎
月
季
節
に

合
っ
た
調
理
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
メ
イ
ン
は
胡
麻
豆
腐
。「
こ
ん

な
簡
単
に
で
き
る
ん
だ
ー
」「
手
作

り
は
や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
」と
大
喜
び

で
し
た
。「
今
度
和
菓
子
で
も
作
っ
て

お
茶
会
で
も
す
る
が
ー
」「
私
抹
茶

煎
れ
て
あ
げ
る
ー
」な
ど
自
分
の
で

き
る
こ
と
を
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る

方
も
い
ら
し
て
い
て
、と
て
も
楽
し
い

班
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　いつも当施設の健診をご利用いただきありがとうございます。このたび、当施設では皆様の健康管理をより充実させるため、一泊ドックの
標準検査セットを新たなセットに組み替えることにしました。
　近年、食生活の変化などで疾患の様相が大きく変わってきています。その中でも、癌は肺・大腸・前立腺・乳房などで急増しています。また、
女性は骨粗しょう症から胸腰椎圧迫骨折・大腿骨頚部骨折が多く発症するようになりました。これらの疾患の変化に対応するため、これまで
オプション検査として別途料金で実施していた検査をあらかじめ標準セット検査に組み入れることにしました。具体的には、胸部ヘリカルCT
検査・前立腺がん（PSA）検査（男性のみ）・骨密度検査（女性のみ）・体組成測定をすべて標準セット項目に組み入れました。また、コロナ禍で
中止していた肺機能検査も復活させています。一方で、糖尿病リスクを判断する「ぶどう糖負荷検査」は、空腹時血糖とヘモグロビンA1cで
判断することにいたしました。これらセット項目の変更に伴い、一泊ドック基本料金を12,826円値上げさせていただきます。
　新たな充実した一泊ドックを「自分らしく、生きるための投資」として、是非ご利用ください。

一泊ドックが更に充実しました！

第一学区支部  佐藤勝士さん（93歳）

　医療生協の健康観に基づき「地域まるごと健康づくり」を進めていく中で、一人ひとりが考える健康観
は多様であると思い、多くの方 の々健康観について伺う企画を、インタビュー形式で実施しています。

「あの人この人に聴きたい
“健康と幸せ”の秘訣」インタビュー

NO.
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奉
安
殿（
天
皇
の
写
真
と
教
育
勅
語
を

納
め
て
い
た
建
物
）は
ど
こ
の
学
校
に
も

学
校
生
活
は
？

健
康
と
幸
せ
に
つ
い
て

　

終
戦
の
年
、仲
間
を
集
め
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を
始
め
た
。翌
年
高
等
科
2
年
の
時
、

全
庄
内
学
童
大
会
で
優
勝
、山
形
師
範

（
現
山
大
教
育
学
部
）主
催
県
大
会
優
勝
。

私
の
ス
ポ
ー
ツ
人
生

　

家
内
は
大
東
町
の
寺
の
生
ま
れ
。65
年

家
族
に
つ
い
て

　

健
康
の
定
義
は
体
だ
け
で
な
く
、心
も

健
康
に
と
い
う
こ
と
。心
の
持
ち
方
に
つ
い

て
は
、自
分
な
り
に
年
を
重
ね
る
ご
と
に

考
え
て
き
た
。40
年
間
働
い
て
き
て
59
歳

で
退
職
。「
三
か
く
」が
大
事
だ
と
思
っ

た
。「
三
か
く
」と
は
、汗
を
か
く
、字
を
書

く
、恥
を
か
く
が
健
康
を
保
持
す
る
気
持

ち
の
上
で
大
事
だ
と
思
っ
た
。そ
れ
に
加

え
、義
理
も
欠
か
ね
ば
体
が
も
ち
ま
せ
ん

の
で
、私
は「
四
か
く
」に
し
て
い
る
。花
鳥

風
月
を
め
で
て
穏
や
か
に
暮
ら
す
も
い
い

が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、世
の
中
の
情
勢

を
知
り
、言
い
た
い
こ
と
は
声
を
大
に
し
て

言
い
た
い
。

　

医
療
生
協
の
方
針
に
は
す
べ
て
賛
成
な

の
で
、署
名
な
ど
、出
来
る
こ
と
は
や
っ
て
い

き
た
い
。自
分
な
り
に
、班
会
や
集
ま
り
で

工
作
手
品
を
披
露
し
た
り
も
で
き
る
の
で

声
を
か
け
て
も
ら
い
た
い
。

健
康
と
幸
せ
に
つ
い
て

医
療
生
協
に
期
待
す
る
こ
と
、

や
り
た
い
こ
と

◆医療生協の健康観◆

昨日よりも今日が、さらに明日がより一層
意欲的に生きられる。そうしたことを可
能にするため、自分を変え、社会に働き
かける。みんなが協力しあって楽しく明
るく積極的に生きる。 

　

私
は
3
月
9
日
生
ま
れ
で
今
年
93
歳
に

な
り
ま
す
。健
康
の
定
義
そ
の
も
の
が
医
療

生
協
の
唱
え
て
い
る
も
の
と
同
じ
で「
心
も

体
も
健
康
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、ま
た
、社

会
活
動
と
相
ま
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
」

を
医
療
生
協
か
ら
学
び
実
践
し
て
き
た
つ

も
り
で
す
。

生
い
立
ち

　

生
ま
れ
は
1
9
3
3
年
、日
本
が
国
際

連
盟
を
脱
退
し
た
年
で
も
あ
り
、満
州
事

変
か
ら
始
ま
る
15
年
戦
争
の
真
っ
只
中
で

生
ま
れ
育
ち
、1
9
4
5
年
の
終
戦
の
年
に

小
学
校
を
卒
業
し
た
年
代
。12
歳
の
少
年

に
し
て
オ
カ
シ
イ・・・と
は
思
って
い
た
。大
本

営
の
発
表
と
は
裏
腹
に
、本
土
は
空
襲
に

さ
ら
さ
れ
、昼
も
夜
も
警
戒
警
報
・
空
襲

警
報
の
サ
イ
レ
ン
に
お
び
え
て
い
た
日
々
。

切
り
札
だ
っ
た
ム
サ
シ
や
ヤ
マ
ト
の
話
は

と
ん
と
聞
こ
え
て
こ
な
かっ
た
。

　

忘
れ
も
し
な
い
8
月
10
日
、大
山
か
ら
見

た
西
郷
・
湯
野
浜
方
面
が
グ
ラ
マ
ン
戦
闘

機
B
29
爆
撃
機
に
空
襲
さ
れ
た
時
の
恐

暮
ら
し
な
ど

　

戦
中
戦
後
、日
本
国
中
は
食
糧
難
に
苦

し
ん
で
い
た
が
、自
分
の
家
は
貧
乏
の
ど
ん

底
に
あ
って
特
に
ひ
ど
か
っ
た
。

　

小
学
校
高
等
科
2
年
を
卒
業
す
る

時
、戦
後
の
教
育
改
革
に
よ
っ
て
発
足
し

た
新
制
中
学
校
3
学
年
に
入
れ
て
も
ら

え
た
こ
と
は
有
り
難
か
っ
た
。第
一期
生
と

し
て
卒
業
し
た
15
歳
か
ら
44
年
間
、休
み

な
く
働
く
こ
と
に
な
る
。

　

高
校
は
働
き
な
が
ら
学
ぶ
定
時
制
の

夜
間
高
校
で
学
び
、21
歳
で
卒
業
。

　

私
は
4
兄
弟
で
4
番
目
。3
人
は
兵
隊

に
行
き
、1
、2
番
目
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦

死
し
名
前
だ
け
届
い
た
。3
番
目
は
本
土

決
戦
の
た
め
満
州
か
ら
九
州
に
配
属
さ
れ

た
こ
と
が
幸
い
し
、ソ
連
抑
留
の
憂
き
目

を
免
れ
、12
月
頃
た
く
さ
ん
の
荷
物
を
背

負
っ
て
帰
っ
て
き
た
。そ
の
荷
物
の
中
に

あ
っ
た
牛
肉
の
缶
詰
の
美
味
し
か
っ
た
こ

と
。軍
隊
の
食
料
豊
富
を
思
い
、我
が
家
の

「
か
て
飯
」の
生
活
を
思
い
比
べ
た
も
の
で

あ
る
。

▲動画はこちら

そ
の
時
初
め
て
山
形
に
行
っ
た
が
、余
目
・

新
庄
で
の
乗
り
換
え
が
大
変
だ
っ
た
り

し
て
県
都
を
遠
い
存
在
に
思
え
た
。

　

と
に
か
く
小
さ
い
頃
か
ら
か
ら
身
体
を

動
か
す
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
。シ
ュ
ー
ズ

な
ん
て
持
て
な
い
時
代
だ
か
ら
裸
足
で
砂

利
道
を
走
り
回
り
、砂
場
で
は
空
中
転
回
、

鉄
棒
に
跳
び
箱
、逆
立
ち
、バ
ク
転
も
で
き

た
。運
動
会
の
障
害
物
競
争
で
は
負
け
知

ら
ず
だった
。バス
ケ
を
始
め
た
頃「
牛
若
丸
」

と
呼
ば
れ
た
り
も
し
た
。ま
た
、85
歳
ま
で

地
域
の
バレ
ー
ボ
ー
ル
を
前
衛
で
やって
い
た
。

　

私
は
30
歳
で
中
学
校
社
会
科
の
教
員
と

な
り
、温
海
中
を
振
り
出
し
に
退
職
す
る

ま
で
の
29
年
間
、部
活
は
ほ
ぼ
バ
ス
ケ
部
を

担
当
。（
温
海
中
2
年
、鶴
一
中
10
年
、

櫛
引
中
8
年
）

　

一
中
に
赴
任
し
た
の
は
35
歳
の
時
、バ
ス

ケ
を
教
え
る
先
生
が
い
な
い
よ
う
で
、生
徒

た
ち
だ
け
で
強
く
な
り
た
い
と
頑
張
り
、何

と
か
県
大
会
に
は
出
た
い
と
言
う
。県
大

会
に
出
る
に
は
、ま
ず
地
区
大
会
を
勝
ち

抜
か
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、そ
の
こ
と
自

体
が
至
難
の
わ
ざ
。
一
朝
一
夕
に
は
い
か

な
い
わ
け
で
、私
も
3
年
目
に
し
て
よ
う
や

く
叶
い
、4
年
目
に
し
て
県
大
会
の
決
勝
ま

で
勝
ち
進
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、良
い

選
手
に
恵
ま
れ
、ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
と
い
う
よ

り
な
い
。私
が
転
任
し
た
後
も
よ
い
指
導
者

に
恵
ま
れ
、県
大
会
で
は
三
度
も
優
勝
し
、

全
国
大
会
で
は
ベ
ス
ト
8
と
健
闘
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
、一
中
の
バ
ス
ケ
部
は
有
名
に

な
っ
た
。

　

定
年
退
職
後
、鶴
岡
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
の
副
会
長
と
し
て
10
年
間
、顧
問
を
約

20
年
間
勤
め
あ
げ
て
現
在
に
至
って
い
る
。

今
、協
会
八
十
年
記
念
誌
の
編
集
を
前
に

私
の
バス
ケ
人
生
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

ば
か
り
一
緒
に
暮
ら
し
て
き
た
が
、先
立

た
れ
て
し
ま
い
今
は
一
人
暮
ら
し
。

　

長
男
は
、嫁
が
東
京
に
勤
務
し
て
い
る

関
係
か
ら
東
京
住
ま
い
。
次
男
は
酒

田
。娘
夫
婦
が
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
、

私
の
様
子
を
見
に
来
て
く
れ
て
い
る
。生

協
も
近
い
の
で
、天
気
の
い
い
日
は
歩
い
て

買
い
物
に
行
って
い
る
。

《
新
規
追
加
項
目
》

胸部ヘリカルＣＴ検査
および冠動脈石灰化スコア

前立腺がん検査（ＰＳＡ検査）

骨密度検査

体組成測定「In body」

胸部単純レントゲン写真では発見できないような小さな肺がんの発見に偉力を発揮します。
さらに冠動脈に沈着した石灰化の量を数値化することで冠動脈疾患のリスクを判断します。

骨の密度を測定し、骨粗しょう症かどうか判断します。

四肢・体幹ごとの筋肉量や体脂肪率、体水分量など体の中身のバランスを計測します。

血液中のＰＳＡ値を測定して前立腺のリスクを判断します。男性

女性
ろ
し
い
光
景
。頭
上
を
通
り
過
ぎ
た
飛
行

機
は
安
心
な
の
で
、グ
ラ
マン
の
行
方
を
眺
め

て
い
た
ら
翼
が
キ
ラ
ッ
と
光
っ
た
瞬
間
の
急

降
下
、少
し
間
を
お
い
て
機
銃
掃
射
の
す
ご

い
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。後
で
知
っ
た
こ
と

だ
が
、砂
山
に
い
た
人
た
ち
が
狙
わ
れ
た
と

の
こ
と
。そ
れ
を
皮
切
り
に
一
方
的
に
ド
ン

パ
チ
が
続
い
た
が
、迎
え
撃
つ
機
影
は
な

か
っ
た
。こ
の
空
襲
で
小
学
校
児
童
を
含
む

数
名
が
死
傷
し
た
と
の
こ
と
は
数
年
後
に

知
っ
た
。損
害
は
何
で
も
隠
す
時
代
だっ
た
。

翌
日
、砂
浜
に
落
と
さ
れ
た
爆
弾
の
跡
を
見

に
行
っ
た
が
、穴
は
砂
で
小
さ
く
な
って
い
た
。

あ
っ
て
、校
門
を
出
入
り
す
る
時
は
、そ
ち

ら
を
向
い
て
最
敬
礼
を
す
る
。先
生
は
窓

か
ら
見
て
い
て
、や
ら
な
い
と
後
で
こ
っ
ぴ

ど
く
叱
ら
れ
た
。教
室
に
は
二
重
橋
の
写

真
が
掲
げ
ら
れ
、朝
と
帰
り
に
宮
城（
皇

居
）の
あ
る
東
京
に
向
か
っ
て
遥
拝
す
る

毎
日
。勉
強
は
修
身
・
国
語
・
国
史
な
ど

が
あ
り
、神
話
伝
説
の
話
ば
か
り
だ
っ
た

が
面
白
く
も
あ
っ
た
。神
勅
や
教
育
勅

語
、歴
代
天
皇
名
1
2
4
代
の
暗
記
を

通
し
、軍
国
主
義
教
育
を
叩
き
込
ま
れ
、

お
国
の
た
め
、現
人
神
た
る
天
皇
の
た
め
、

死
を
も
厭
わ
な
い
小
国
民
に
な
ろ
う
と
し

て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、終
戦
の
8
月
15
日
、二

重
橋
前
で
涙
な
が
ら
に
皇
居
を
伏
し
拝

ん
で
い
る
大
衆
の
映
像
を
見
た
こ
と
が
あ

る
が
、田
舎
の
少
年
に
は
挫
折
感
も
セ
ン

チ
メ
ン
タ
ル
な
感
情
も
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
か
っ
た
。

　

小
学
校
1
、2
年
生
こ
ろ
は
、戦
争
ごっこ

で
爆
弾
三
勇
士
の
真
似
を
し
て
、竹
ぼ
う
き

を
も
って
田
ん
ぼ
で
走
り
回
って
遊
ん
だ
。

20歳、バスケ県北大会で優勝時の写真（前列左）

鶴岡協立病院 健診科
石塚玲子
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春
は
、新
し
い
職
場
や
学
校
、人
事
異
動

や
引
っ
越
し
な
ど
、人
間
関
係
や
生
活
環

境
の
変
化
の
多
い
時
期
で
す
。自
分
で
も

気
づ
か
な
い
う
ち
に
、緊
張
や
不
安
な
ど

で
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
や
す
く
な

り
ま
す
。さ
ら
に
、寒
暖
差
の
激
し
い
季
節

で
も
あ
り
、気
温
の
高
低
差
に
適
応
し
よ

う
と
体
の
緊
張
状
態
が
続
き
ま
す
。こ
の

よ
う
な
状
態
が
続
く
と
、知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
無
理
を
重
ね
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。こ
こ
ろ
も
体
も
疲
れ
が
た
ま

り
、不
調
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

□
寝
つ
き
が
悪
い

□
熟
睡
で
き
な
い

□
夜
中
に
何
度
も
目
覚
め
る

□
す
ぐ
に
疲
れ
る

□
だ
る
さ
が
強
い

□
物
事
に
集
中
で
き
な
い

□
食
欲
が
変
化
し
体
重
が
大
き
く
変
動

　
（
急
に
痩
せ
る
、逆
に
太
る
）

□
気
分
が
沈
ん
で
憂
鬱

□
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

□
理
由
も
な
く
悲
し
く
な
り
涙
が
で
る

□
何
と
な
く
不
安

【
休
息
と
睡
眠
】

頑
張
り
す
ぎ
ず
、十
分
な
睡
眠
を
と
り
、

寝
る
前
の
ス
マ
ホ
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

【
食
事
】

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
心

が
け
、カ
フ
ェ
イ
ン
・
ア
ル
コ
ー
ル
の

と
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
】

無
理
の
な
い
範
囲
で
体
を
動
か
す
。

ぶ
ら
ぶ
ら
散
歩
で
日
光
を
浴
び
る

こ
と
も
効
果
的
。

【
リ
ラ
ッ
ク
ス
】

深
呼
吸
、瞑
想
、好
き
な
音
楽
を
聴

く
、ゆ
っ
く
り
入
浴
な
ど
で
緊
張
を

和
ら
げ
ま
し
ょ
う
。

【
気
分
転
換
】

楽
し
い
こ
と
、好
き
な
こ
と
に
時
間

を
使
う
こ
と
も
大
切
。

【
考
え
方
を「
ゆ
る
め
る
」】

他
の
人
と
比
べ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。家
族
や
友
人
な
ど
に
自
分

の
思
い
を
話
す
だ
け
で
も
気
分
が
楽

に
な
る
こ
と
も
。

　

環
境
の
変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
は
体
よ

り
も
こ
こ
ろ
が
先
に
疲
れ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
は

こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
耗
し
た
サ
イ
ン

か
も
…
。チ
ェッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
ろ
の
不
調
に
気
づ
い
た
ら
意
識

し
て
、
体
を
休
め
る
時
間
を
も
ち
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
ほ
ど
よ
く
と
り
、
睡
眠
は
６
時
間

以
上
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、
自
分
で
で
き
る
対
処
法
を
紹

介
し
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法
は
特
別
な
こ

と
で
な
く
て
も
、
自
分
な
り
の
方
法
を

見
つ
け
て
習
慣
と
し
て
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
に
起
こ
り
や
す
い

こ
こ
ろ
と
体
の
不
調
で
す
が
、
適
切
に

対
処
す
る
こ
と
で
予
防
が
可
能
で
す
。

自
分
の
体
調
に
気
を
配
り
、
無
理
を
せ

ず
、
毎
日
の
生
活
を
気
持
ち
よ
く
過
ご

す
こ
と
を
こ
こ
ろ
が
け
、
春
の
心
地
よ

い
気
候
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
ろ
の
不
調
が
一
時
的
な
も
の
で

あ
れ
ば
、
自
分
で
対
処
す
る
こ
と
で
症

状
が
軽
く
な
り
ま
す
が
、
症
状
が
良
く

な
ら
な
い
場
合
や
、
良
く
な
っ
て
も
す

ぐ
に
ぶ
り
返
し
て
し
ま
う
場
合
、
症
状

が
二
週
間
以
上
続
く
と
き
は
、
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
に
医
療
機
関
を
受
診
し
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

環
境
の
変
化
に
要
注
意
！

こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
要
注
意
！

環
境
変
化
の
ス
ト
レ
ス
に

対
応
す
る
た
め
に

こ
こ
ろ
が
弱
っ
て
い
る
と

感
じ
た
ら
︙

鶴岡協立病院 健診科
保健師　吉住留美春に増えるこころの不調を防ぐには春に増える を防ぐには

な
ど
な
ど
…

自
分
の
こ
こ
ろ
を
守
る
た
め
に
は

「
無
理
を
し
す
ぎ
な
い
」

「
が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い
」こ
と
が
大
切
で
す
。

自
分
で
で
き
る
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法

3月の診療案内 (                  )都合により変更になる
場合があります。 ※一部診療体制を変更しています。

鶴岡協立病院 Tel 0235-23-6060

鶴岡協立リハビリテーション病院 Tel 0235-78-7511
※「協立病院⇆リハビリ病院」の無料シャトルバスを運行しています。

※高次脳外来　        丹治 （第２金曜日9:00 ～ 12:00・ 13:30 ～ 15:00）
※小児ボツリヌス外来 成田 （第１金曜日9:00 ～ 12:00）    
※ボツリヌス外来　    鈴木 （水曜日11:30~12:30）寒河江 （第４水曜日9:00~10:30･14:30~15:30）　    

9：00～12：00

水
茂木  9:00～10:00
大長   9:00～12:00
鈴木 10:00～11:30

茂木

火

茂木

月 金

茂木茂木

木曜 日

鶴岡協立病院附属クリニック Tel 0235-28-1830 （土・日・祝日・夜間はTel 0235-23-6060）

内　

科

内　科

6：00～7：00
夜間外来 髙橋（美）（第2 ・ 4）

髙橋（牧）（第2 ・ 4）

水 曜日

午　
　

前

午　
　

後

月曜日 火 曜日 金 曜日

小児科
9：00～12：00 石　川 石　川 石　川石　川

佐藤（満）
髙橋（牧）

佐藤（満）
髙橋（牧）
坂本

辻本
髙橋（美）
髙橋（牧）

髙橋（美）

木 曜日

髙橋（牧）
5:00～6:004：00～6：00

髙橋（牧）5：00～6：00

神谷 2：00～4：00（神経内科）3/11

※予約制

石 川小児科 石 川 4：00～5：00石川3：00～5：00 石川3：00～5：00※予約制 ※予約制
（専門外来）石 川（予防接種）

泌尿器科
 8：30～14：00

土谷  3/4・18
内藤  3/11・25

髙橋（美）
坂本 3：00～4：30

鶴岡協立病院附属クリニック
●予約制となっております。
●小児科については、専門外来・予防接種のみ予約
制となっています。医師の都合により、休診・診療時
間の変更・医師の変更がある場合がありますのでご
了承ください。

鶴岡協立病院

※小児科直通 Tel  0235-23-6172

産婦人科
予約制となっております。お電話で
予約できますのでご連絡ください。
急患はその限りではありません。

※不明な点などございましたら、窓口職員までお尋
ねください。

初めての方、紹介状持参の方、クリ
ニックで定期的に受診している方で
具合の悪くなった方を診察します。内

科循環器科は、完全予約制となっておりますので、
急患等予約外の受診を希望される方は、お電話に
てご相談ください。

内　科

鶴岡協立病院

デイケア室
利用時間：午前8：30～午後5：00
お問い合わせは鶴岡協立病院デイ
ケア室〈Tel 0235-23-6060〉まで。

診察の際は「マイナ保険証」または
「資格確認書」を提示してください。

救急外来について

内科〈新患〉

内科（肝臓）

午
前
（
9
時
〜
12
時
）

午  

後

小児科 ※予約制

※予約制

※予約制

※予約制

※午前 ・ 午後の一般診察はクリニック参照

産婦人科
4：00～6：00

産婦人科

木 曜日

循環器外来（隔週）山大医師
（2：00～5：00）

関

金 曜日

関

小田嶋 10:00～11:30外科

脳外科

内科（腎臓・膠原病）

内科（腎臓・膠原病）

内科・漢方内科

内科・漢方内科

石　関

堀　内

國　井

堀　内

火 曜日

関

 涌井 9:00～11:00

田中 2：30～5：00

田中 9：00～12：00

 涌井 6:00～7:00

 涌井 9:00～11:00

川　﨑

水 曜日

関

関

小田嶋 10:00～11:30

月 曜日

関

関

小田嶋 10:00～11:30

小田嶋 9 :00～10 :00
堀　内10 :00～12 :00

循環器科 村田（第1・2・4）※予約制

伊﨑（第2・4）

内科  3：00～5：00
〈新患〉

午 

前

※発熱、風邪症状がある場合は直接受診せず、事前に電話にてご連絡ください。
【人間ドックの受診について】検査項目を一部変更して実施しています。一部の検査は場所を変更しています。院内の換気を定期的に行う
為、必要な方はカーディガンなど羽織るものをご準備ください。感染対策を万全にしておりますが、不安な事がありましたらご相談ください。
 

9:30～12：00

※予約制　鶴岡市日枝字海老島 159-1（以前と同じ場所）　休診日：土曜・日曜・祝日・年末年始

9：00～12：00
（受付は11：30まで）

13：30～17：00
（受付は16：30まで）

水
外来

外来

外来 外来 外来

火

外来

往診 往診 往診往診

月 金木曜 日
午
前
午
後

（担当医 池田聡子）おひさま協立歯科 Tel 0235-35-0880

午後の内科新患外来を休止し、急患対応としております。
再開については、病院ホームページ及び院内掲示にてお知らせいたします。

堀　内（第2）
武  田（第1・4）

市川（第1・2・3・4・５） 市川（第 1・３）
細川（第 2・４）

協立病院までの受診送迎バス

連絡先 Tel  0235-22-5769

メディカルフィットネスビビ Tel 0235-23-6060（内線 2881）

・地域密着型通所介護　月～土 9:00～ 13:00
・通所型デイサービスＡ　月～土 9:00～ 12:30、13:30～ 17:00

※12時30分～14時閉館となります。 ※毎週日曜日 休館日
※変更の際は、医療生協やまがたのホームページでお知らせいたします。

9：00～21：00 9：00～17：00 9：30～17：00

土・祝火・木月・水・金

※メディカルデイサービスビビ

Tel 0235-23-6060

を運行しています。
詳細は本部組織部までご連絡下さい。

佐藤（満） 9：00～10：00
武村

神谷 9：00～12：00（神経内科）3/11

※医師の都合により、休診・診療日時の変更がある場合がありますのでご了承ください。　

しろにし診療所 Tel 023-643-2017

※日曜日・祝日は休診ですが、時間外は電話で対応いたします。
※発熱、風邪症状がある場合は直接受診せず、事前に電話にてご連絡ください。

曜   日 月

通 常 外 来午 

前

午 

前

午 

後

午 

後

9:00～ 11:00
11:30 ～ 12:30

11:00 ～ 11:30

3:00 ～ 3:30

3:30 ～ 6:00

火 水 木 金 土

通 常 外 来 通常外来

急性疾患外来 急性疾患外来

急性疾患外来

7：00まで

通 常

（担当医 小川 裕）

木曜日はこれまで通り
終日救急を受け付けます。

朝8時から夕方6時まで
となります。

神谷 2：00～4：00
     （神経内科）3/12川﨑 3：00～4：30（神経内科）

髙橋（美） 5：00～6：00（3/4・ 18）

無料・低額診療のお知らせ
医療費でお困りの方は、まず医療生協やまがたにご相談ください。医療生協やまが
たでは、社会福祉法に基づく「無料・低額診療」制度、医療費の患者負担分を減額ま
たは免除する事業を実施しています。詳しくは、下記までお問い合わせください。

鶴岡協立病院相談室

鶴岡協立リハビリテーション病院

しろにし診療所
℡0235-24-6488

℡0235-78-7511

℡023-643-2017
介護老人保健施設せせらぎ
℡0235-28-2160

▼
事
前
報
道
さ
れ
て
い
た
以
上
に
、

自
民
党
が
圧
倒
的
勝
利
で
、憲
法

改「
悪
」の
発
議
に
必
要
な
3
1
0

議
席
を
単
独
で
確
保
し
た
。県
内

３
選
挙
区
も
、２０
時
で
当
確
報
道

が
な
さ
れ
た
。高
市
総
理
は
、上
越

市
で「
憲
法
に
な
ぜ
自
衛
隊
を
書

い
て
い
け
な
い
の
か
。実
力
組
織
と

し
て
位
置
付
け
る
た
め
憲
法
改
正

を
や
ら
せ
て
ほ
し
い
」と
、９
条
へ
自

衛
隊
明
記
！
の
演
説
。し
か
し
、Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
日
曜
党
首
討
論
は
ケ
ガ
を

理
由
に
欠
席
し
、街
頭
演
説
で
も

改
憲
問
題
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い

な
い
。▼
有
権
者
は「
古
い
政
治
家

の
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
、中
道
の
両
共

同
代
表
」よ
り
、若
く
て
体
の
不
調

を
乗
り
越
え
初
の
女
性
総
理
に

な
っ
た
高
市
さ
ん
に
、物
価
高
や
目

の
前
の
生
活
を
ど
う
に
か
し
て
欲

し
い
と
の
願
い
で
、自
民
党
に
投
票

し
た
面
も
あ
る
。▼
参
議
院
は
少

数
与
党
だ
が
、改
憲
派
の「
参
政
党

や
国
民
民
主
党
」も
含
め
た
憲
法

審
査
会
の
動
き
に
注
目
を
。憲
法

九
条
に「
自
衛
隊
明
記
を
阻
止
」

す
る
た
め
に
、護
憲
派
が「
中
道
改

革
連
合
の
中
で
も
、平
和
の
党
と

自
負
す
る
公
明
支
持
層
」を
い
か

に
引
っ
張
り
込
む
か
綱
引
き
が
始

ま
る
。　
　
　
　
　
（
菅
野
真
治
）

健康ネットワークやまがた 615号 P8

〈615号〉

医療生活協同組合やまがた

〒997-0822 山形県鶴岡市双葉町13-45

Tel 0235-22-5769
y-mcoop.com
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●組合員数 40,351人
●班数 1,213班
●出資金総額 2,726,563,508円

医療生協やまがたの現勢（2026年1月末）
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